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学
園
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

「
理
想
」
と
「
若
さ
」
を
表
す

ブ
ル
ー
の
五
本
の
柱
は
、
五
つ
の
教
育
目
標
を

「
活
力
」
と
「
勇
気
」
を
表
し
た

イ
エ
ロ
ー
の
三
本
の
柱
は
、
学
生
・
生
徒
と

教
職
員
、
同
窓
生
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
八
つ
の
柱
が
一
体
と
な
り
、

東
京
成
徳
と
学
園
に
集
う
人
々
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
を

作
り
上
げ
る
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

P	 3 巻頭言　「学園中期事業計画を策定して」
理事長　木内秀俊

P 4 学園の動き
観光文化学科の開設（人文学部）
平成21～25年度中期事業計画（要約）

秋山秀一（人文学部　観光文化学科長就任予定）

P 6 Opinion「高校と大学」
　　－教育への期待－

中学・高等学校長・幼稚園長　木内秀樹
深谷高等学校長　大谷幸男
大学人文学部長・共通領域部主任　日山紀彦
大学子ども学部長　深谷昌志

P 8 教育研究活動

P 9 ひと『活躍する卒業生』
深谷高校卒	 佐藤隼人さん
大学人文学部卒	 鈴木優子さん

P 10 社会交流
大学院心理・教育相談センター10年目の節目
北区旧清至中学校跡地の借用

心理・教育相談センター長　勝倉孝治

P 11 国際交流
梨花女子大学校（韓国）との協定締結

P 12 就職状況
八千代キャンパス	 学生支援課
十条台キャンパス	 学生生活課

P 14 TOPICS
大学院　大学　八千代キャンパス　十条台キャンパス　短期大学　中高一貫部
高等部　深谷高校　幼稚園　第二幼稚園

P 22 クラブ活動

P 23 講座・研究発表予定

P 24 入試情報・お問い合せ先

表紙　東京成徳短期大学
＜沿革＞
昭和40年4月　短期大学開学　文科設置
昭和41年4月　文科を国文専攻と英文専攻に分離
　　　　　　　 　幼児教育科設置
平成12年4月　文科を言語文化コミュニケーション科に名称変更
平成13年4月　ビジネス心理科設置
平成16年4月　幼児教育科、ビジネス心理科を男女共学化
平成20年4月　言語文化コミュニケーション科を男女共学化
平成22年4月　創立45周年を迎える
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学
園
の
平
成
二
一
年
度
か
ら
二
五
年

度
ま
で
の
五
年
間
の
中
期
事
業
計
画
が
、

昨
年
九
月
に
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
中
期
事
業
計
画
は
、
三
年

ほ
ど
前
か
ら
策
定
の
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。
当
初
は
各
部
門
か
ら
の
積

み
上
げ
に
よ
り
、
か
な
り
具
体
的
な
項

目
と
事
業
費
見
込
み
を
有
す
る
計
画
と

し
て
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
教
育
界
を
取
り
巻
く
現
在
の
環
境

と
平
成
二
十
年
九
月
に
起
こ
っ
た
金
融

危
機
と
そ
の
後
の
厳
し
い
社
会
・
経
済

状
況
の
も
と
で
は
先
行
き
に
つ
い
て
大

変
不
透
明
な
部
分
も
多
い
こ
と
か
ら
、

中
期
事
業
計
画
で
は
学
園
と
し
て
の
大

ま
か
な
方
向
性
を
示
し
て
、
具
体
的
な

施
策
に
つ
い
て
は
そ
の
枠
内
で
検
討
・

実
施
す
る
と
い
う
形
式
を
取
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

策
定
さ
れ
た
中
期
事
業
計
画

Ⅰ.

学
園
の
現
状
、
Ⅱ.

平
成
21
〜
25
年

度
に
お
け
る
学
園
の
課
題
、
Ⅲ.

中
期
事

業
計
画
、
Ⅳ.

計
画
推
進
体
制
、
Ⅴ.

学

園
の
財
務
の
五
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
期
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、

学
園
内
の
伝
統
的
な
部
門
で
あ
る
高
校
・

中
学
な
ど
の
中
等
教
育
部
門
や
幼
稚
園

の
幼
児
教
育
部
門
で
は
社
会
で
評
価
さ

れ
る
教
育
実
績
や
支
持
基
盤
を
着
実
に

築
き
つ
つ
あ
り
、
今
後
と
も
こ
れ
を
持

続
的
に
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
軌
道
に

あ
る
と
の
認
識
で
あ
り
ま
す
。
一
方
で

教
育
の
高
度
化
と
い
う
社
会
的
要
請
に

鑑
み
、
今
後
は
学
園
内
の
後
発
部
門
で

あ
る
高
等
教
育
部
門
の
充
実
と
基
盤
強

化
が
、
総
合
学
園
と
し
て
の
発
展
と
基

盤
形
成
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
中
の
学
園
の
課
題

①
学
園
と
し
て
の
一
体
性
の
強
化
②

社
会
に
お
け
る
学
園
の
存
在
の
強
化
③

学
園
の
組
織
、
人
事
、
財
務
な
ど
の
事

業
基
盤
の
強
化
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
事
業
計
画
と

し
て
（
１
）
建
学
の
精
神
に
も
と
づ
く

各
部
門
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の

計
画（
２
）社
会
に
対
し
て
自
ら
を
開
き
・

社
会
と
交
流
す
る
た
め
の
計
画
（
３
）

強
固
な
事
業
基
盤
（
組
織
や
人
事
、
財

務
な
ど
）
を
構
築
す
る
た
め
の
計
画
を

大
学
・
高
校
な
ど
の
各
部
門
ご
と
に
若

干
展
開
し
た
形
で
示
し
て
お
り
ま
す
。

底
力
の
発
揮
を

学
園
内
の
四
年
制
大
学
で
あ
る
東
京

成
徳
大
学
は
、
平
成
五
年
の
設
置
以
来

人
文
学
部
だ
け
の
単
一
学
部
で
長
ら
く

推
移
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
六

年
に
東
日
本
で
初
の
子
ど
も
学
部
を
開

設
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
平
成
二
十
年

に
は
応
用
心
理
学
部
の
設
置
、
平
成

二
一
年
に
は
経
営
学
部
の
設
置
な
ど
近

年
学
ぶ
分
野
の
多
様
化
を
図
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
学
部
の
中
に

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
、
観
光
文

化
学
科
（
今
春
開
設
）
な
ど
の
新
学
科

を
付
加
し
、
学
科
単
位
で
も
学
び
の
分

野
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
学
部
・
学
科
の
中
に
は
ま
だ
四
年
間

が
経
過
せ
ず
、
卒
業
生
を
出
し
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
、
社
会
的
な
評
価
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
と
言
う
面
も
多
々
あ
り
、

ま
た
現
在
は
い
わ
ば
建
設
途
上
の
状
況

の
下
で
様
々
な
点
で
初
期
負
担
が
掛

か
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
学
部
・
学
科
が
時
間
の
経

過
と
と
も
に
卒
業
生
を
出
し
て
い
く
に

つ
れ
て
、
学
園
の
教
育
・
研
究
の
充
実

お
よ
び
経
営
基
盤
の
安
定
に
大
き
く
貢

献
し
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る

と
と
も
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。と

こ
ろ
で
東
西
冷
戦
終
了
後
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
波
の
中
で
産
業
間
・
企

業
間
の
浮
き
沈
み
が
激
し
さ
を
増
し
て

き
ま
し
た
。
学
園
お
よ
び
教
育
界
に
お

い
て
も
厳
し
い
環
境
は
同
様
で
あ
り
ま

す
。
学
園
と
し
て
は
、
建
学
の
精
神
を

学
園
の
一
体
性
を
担
保
す
る
も
の
と
し

て
堅
持
し
、
具
体
的
な
展
開
を
図
る
一

方
、
社
会
が
求
め
る
教
育
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
・
柔
軟
に
応
え
て
意
味
の
あ
る
教

育
・
研
究
機
関
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
、
本
学
園
は
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
れ
ば
、
十
分

底
力
を
有
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
こ
の
中
期
事
業
計
画
を

各
部
門
ご
と
に
よ
り
具
体
化
し
、
そ
の

優
先
順
位
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し

な
が
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
中
期
事
業
計
画
を
遂
行

す
る
に
あ
た
っ
て
、
学
園
に
関
係
す
る

全
て
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

巻頭言

学
園
中
期
事
業
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
策
定
し
て

理
事
長
　
木
内
　
秀
俊
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学園の動き

秋
山
　
秀
一

（
人
文
学
部
　
観
光
文
化
学
科
長
就
任
予
定
）

学
科
の
教
育
目
標
、
特
色

平
成
十
九
年
六
月
に｢

観
光
立
国
推
進

基
本
計
画｣

が
閣
議
決
定
さ
れ
、平
成

二
十
年
十
月
に
観
光
庁
が
発
足
、い
よ
い

よ
日
本
も
本
格
的
に｢

観
光
立
国｣

の
実

現
に
向
け
て
、国
を
挙
げ
て
進
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
学
に
お
い
て
も
、平
成
二
二
年
四
月
、

人
文
学
部
に
観
光
文
化
学
科
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、｢

観
光
立
国
日
本｣

の

一
翼
を
担
う
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
学
科
の
教
育
目
標
は
、多
文
化
理
解

に
基
づ
く
観
光
デ
ザ
イ
ン
力
と
社
会
人
基

礎
力
の
修
得
に
あ
り
ま
す
。一
般
に
観
光

系
高
等
教
育
機
関
は｢

人
文･

社
会
科
学

系｣｢

地
域
づ
く
り
系｣｢

ホ
ス
ピ
タ
リ�

��

テ
ィ
系｣｢

経
営
系｣

の
四
類
型
に
大
別

さ
れ
ま
す
が
、本
学
で
は
そ
の
第
一
の�

｢

人
文
・
社
会
科
学
系｣

の
類
型
を
め
ざ

し
、人
文
系
諸
学
と
社
会
科
学
と
の
学
際

的
な
領
域
に
お
い
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

養
成
す
る
人
物
像

地
域
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
理
解
し
、

そ
れ
ら
を
生
か
し
た
着
地
型
の
地
域
観
光

を
創
造
す
る
意
志
と
実
行
力
を
持
っ
た
、

観
光
の
振
興
に
資
す
る
人
材
を
育
成
し
て

い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、次
の
三
つ
の

人
材
養
成
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

①�

地
方
公
共
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
主
と

し
て
観
光
関
連
領
域
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
、あ
る
い
は
観
光
文
化
を
基

盤
と
す
る
地
域
の
開
発
や
活
性
化
に

携
わ
る
人
材
。

②�

旅
行･

宿
泊
・
交
通
等
の
産
業
分
野

で
、観
光
デ
ザ
イ
ン
の
実
現
に
携
わ

る
人
材
。

③�

出
版
・
放
送
・
広
告
等
の
メ
デ
ィ
ア

に
携
わ
る
人
材
。

本
学
で
学
び
、社
会
人
基
礎
力
と
多
文

化
理
解
に
基
づ
く
観
光
デ
ザ
イ
ン
力
と
を

備
え
た
人
材
は
、観
光
の
み
な
ら
ず
社
会

の
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
道
が
開
け
る
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色

観
光
を
基
盤
と
す
る｢

ま
ち
づ
く
り｣

な
ど
地
域
の
開
発
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
固
有
の
独
自
の
文
化
や
歴
史
を
抜
き
に

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
観
光
教
育
の
分
野
で
は
、そ
の

第
一
歩
は
身
近
な
文
化
の
発
見
と
地
域
の

地
理
や
歴
史
の
探
索
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
は
、日
本

へ
の
旅
行
の
魅
力
は
ま
さ
に
日
本
と
い
う

地
域
に
独
特
の
個
性
、広
い
意
味
で
の
日

本
文
化
に
あ
り
ま
す
。こ
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
観
光
で
は
、日
本
文
化
を
海
外
に
発

信
す
る
の
み
な
ら
ず
、外
国
人
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、

本
学
科
の
め
ざ
す
多
文
化
理
解
に
基
づ
く

観
光
デ
ザ
イ
ン
力
に
お
い
て
は
、わ
が
国

を
含
む
世
界
各
地
の
多
様
な
文
化
を
よ
く

知
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
価
値
を
理
解
し

尊
重
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

そ
の
う
え
、わ
が
国
の
歴
史
と
文
化
を
、世

界
の
多
様
な
文
化
と
の
比
較
に
お
い
て
客

観
的
に
理
解
し
体
得
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、情
報
の
収
集
と
分
析
、発
信
す
る

能
力
を
身
に
つ
け
、世
の
中
の
動
き
を
調

査
・
分
析
し
、観
光
事
業
と
し
て
の
課
題

や
地
域
の
特
性
を
見
つ
け
、
地
域
の
魅
力

を
伝
達
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
設
計
技
術
も
修
得
し
ま
す
。

本
学
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
も
の
に

｢

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク｣

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、学
生
が
教
員
と
と
も
に
自
ら
観

光
の
実
体
験
を
積
み
、そ
れ
を
通
し
て
多

様
な
文
化
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、独
創

的
な
観
光
を
構
想
す
る
能
力
を
培
う
実
習

科
目
で
、そ
の
入
門
か
ら
実
践
に
至
る
ま

で
、教
育
課
程
の
す
べ
て
に
横
断
的
に
か

か
わ
る
も
の
で
す
。

データ

名 称　人文学部　観光文化学科

所 在　八千代キャンパス

開 設　平成22年4月

入 学 定 員　70人（3年次編入3人）

収 容 定 員　286人

教 員 組 織　教授5、准教授3、講師1

学 位　学士（観光文化）

取得可能な資格　社会調査士（社会調査協会）

観
光
文
化
学
科
の
開
設
（
人
文
学
部
）
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学園の動き

学
園
の
現
状

東
京
成
徳
学
園
は
、①
少
子
化
、②
教
育

に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
、③
社

会
に
お
け
る
学
校
の
役
割
の
変
化
な
ど

の
、近
年
の
学
校
教
育
を
巡
る
環
境
変
化

に
対
応
し
て
、教
育
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

主
な
事
業
方
針
と
し
て
は
、①
高
等
教

育
に
お
け
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応

じ
て
、大
学
を
四
学
部
八
学
科
に
、ま
た
短

期
大
学
を
二
学
科
に
拡
大
・
整
備
（
注
）す

る
こ
と
、②
中
等
教
育
に
お
け
る
教
育
内

容
高
度
化
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、教
育
体

制
を
充
実
す
る
こ
と
、③
幼
児
教
育
に
お

け
る
地
域
社
会
か
ら
の
信
頼
に
応
え
て
、

教
育
内
容
や
保
護
者
と
の
連
携
を
充
実
す

る
こ
と
、を
掲
げ
て
事
業
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、①
高
等
教
育
部
門
に
お
け

る
就
職
実
績
の
安
定
的
な
維
持
、②
中
等

教
育
部
門
に
お
け
る
進
学
実
績
の
向
上
、

③
幼
児
教
育
部
門
に
お
け
る
園
児
募
集
の

安
定
的
な
維
持
、な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、全
教
育
部
門
に
お
い
て
着
実
な
教
育

成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

（
注
）
大
学
の
八
学
科
の
う
ち
、人
文
学

部
観
光
文
化
学
科
は
平
成
22
年
度
に
開
設

し
ま
す
。

ま
た
、短
期
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
科
は

平
成
22
年
に
廃
止
す
る
予
定
で
す
。

平
成
21
〜
25
年
度
に
お
け
る
学
園
の
課
題

平
成
21
〜
25
年
度
に
は
、大
学
に
お
け

る
平
成
21
〜
25
年
度
開
設
の
新
学
部
・
新

学
科（
経
営
学
部
経
営
学
科
、応
用
心
理
学

部　

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
、人
文
学

部　

観
光
文
化
学
科
）が
完
成
し
、卒
業
生

を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、学
園
の
規
模
は
大
学
を
中
心

に
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、学
園

の
規
模
拡
大
を
①
学
園
と
し
て
の
一
体
性

の
強
化
、②
社
会
に
お
け
る
学
園
の
存
在

の
強
化
へ
と
つ
な
げ
、さ
ら
に
は
③
学
園

の
組
織
、人
事
、財
務
な
ど
の
事
業
基
盤
の

強
化
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
、平
成
21
年
度
〜
25
年
度
に
お
け

る
学
園
の
中
期
的
な
事
業
課
題
で
す
。

中
期
事
業
計
画

そ
こ
で
学
園
の
各
部
門
で
は
、平
成
21

〜
25
年
度
の
期
間
に
実
行
す
べ
き
左
記
の

（
１
）〜（
３
）の
計
画
を｢

中
期
事
業
計
画｣

と
し
て
立
案
し
ま
し
た
。

（
１
）�

建
学
の
精
神
に
も
と
づ
く
各
部
門
の

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画

（
２
）�

社
会
に
対
し
て
自
ら
を
開
き
・
社
会

と
交
流
す
る
た
め
の
計
画

（
３
）�

強
固
な
事
業
基
盤（
組
織
や
人
事
、財

務
な
ど
）を
構
築
す
る
た
め
の
計
画

計
画
推
進
体
制

｢

平
成
21
〜
25
年
度
中
期
事
業
計
画｣

は
、学
園
全
体
の
平
成
21
〜
25
年
度
に
お

け
る
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
立
案
さ
れ
た

学
園
と
し
て
の
総
合
計
画
で
す
。
各
部
門

の
所
属
長
は｢

平
成
21
〜
25
年
度
中
期
事

業
計
画｣
を｢

三
ヶ
年
行
動
計
画（
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）｣

、｢

各
年
度
事
業
計
画｣

に
お
け
る
行
動
計
画
・
事
業
計
画
に
具
現

し
、実
行
し
ま
す
。

な
お
、｢

平
成
21
〜
25
年
度
中
期
事
業�

�����������������������

計
画｣

の
実
行
状
況
の
検
証
・
評
価
に
つ

い
て
は
、計
画
が｢

各
年
度
事
業
計
画｣

に
お
い
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、毎
年

度
終
了
時
に
お
け
る｢

事
業
報
告｣

を
取

り
ま
と
め
る
際
に
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

詳
し
く
は
東
京
成
徳
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.tokyoseitoku.ac.jp/

report/index.htm
l

東京成徳学園（法人本部）の計画

（1）�建学の精神にもとづく各部門の将来像を実現するための
計画

東京成徳学園は、建学の精神にもとづく総合学園としての発
展を目指す。平成21～ 25年度は、将来への発展のための
事業基盤を構築する時期として、事業を展開するとともに、
組織・体制を整備し、運営を改善する。

（2）�社会に対して自らを開き・社会と交流するための計画

学園として、社会への発信・交流を推進する。特に高等教育
では、社会的評価を高める教育研究事業、他大学や社会との
連携・提携事業を積極的に展開し、それに伴って学園全体の
パブリシティ体制を構築する。また、各部門の発展に即して、
積極的に国際交流を推進する。

（3）�強固な事業基盤（組織や人事、財務など）を構築するた
めの計画

教育研究の充実と実情に即した広報活動により入学定員を確
保し、その結果として財政基盤の安定化を図る。高等教育部
門では、定員確保状況に応じて大学学部・短大学科を単位と
する機動的な改組転換・改廃を行う。

※各部門の計画については東京成徳学園ホームページを閲覧ください。

平
成
21
〜
25
年
度
中
期
事
業
計
画
（
要
約
）
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〈
高
校
か
ら
大
学
へ
〉

大
学
教
育
に
望
む
こ
と

期
待
す
る
こ
と

中
学
・
高
等
学
校
長
・
幼
稚
園
長

木
内
　
秀
樹

私
が
大
学
に
期
待
す
る
こ
と
は
、「
社

会
に
出
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
育

て
て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
年
の
大
卒
採
用
は
、
不
景
気
の
影
響

か
ら
就
職
氷
河
期
以
来
の
厳
し
さ
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、
就
活
を
す
る
学
生
に
は
大

変
気
の
毒
な
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
苦

労
し
て
入
っ
た
会
社
に
も
か
か
わ
ら
ず
、�

��������

最
近
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
三
年
以
内
に
退

職
す
る
者
が
三
分
の
一
に
の
ぼ
る
ら
し

い
。
も
ち
ろ
ん
、
中
途
採
用
市
場
が
以
前

と
比
べ
て
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
人
も
そ
れ
な
り
に
い

る
の
だ
ろ
う
が
、
自
分
に
合
わ
な
い
か
ら

と
簡
単
に
転
職
す
る
者
も
多
い
と
聞
く
。

最
近
の
若
者
の
傾
向
と
し
て
、
大
学
を

卒
業
す
る
時
に
な
っ
て
も
「
自
分
が
何
を

や
り
た
い
の
か
よ
く
解
ら
な
い
」
と
い
う

人
が
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ
る
。
就
活
の

時
期
に
な
っ
た
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
ど
こ

か
の
会
社
を
受
け
て
み
る
。
だ
か
ら
業
種

も
関
係
な
く
有
名
企
業
に
あ
こ
が
れ
た

り
、
採
用
し
て
く
れ
る
会
社
な
ら
ど
こ
で

も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。
そ
の
く
せ
採
用
さ
れ
た
ら
そ
こ
で
辛

抱
し
よ
う
と
い
う
気
も
薄
く
、
何
年
か
働

く
う
ち
に
自
分
の
求
め
て
い
た
も
の
と
違

う
よ
う
な
気
が
し
て
、
い
と
も
簡
単
に
や

め
る
人
も
で
て
く
る
始
末
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
自
分
自
身
の
中
で
将
来
へ
の

考
え
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
か
、

考
え
が
成
熟
し
て
い
な
い
こ
と
の
結
果
で

あ
ろ
う
。
自
分
に
向
き
合
っ
て
真
剣
に
ひ

と
り
で
悩
ん
だ
こ
と
が
な
い
の
で
は
な
い

か
。
文
頭
で
大
学
に
期
待
す
る
こ
と
を
提

示
し
た
が
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

「
や
り
た
い
こ
と
を
卒
業
ま
で
に
、
学
生

に
気
付
か
せ
て
欲
し
い
」
と
言
い
換
え
た

方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
や
り
た
い
こ

と
が
見
つ
か
れ
ば
そ
こ
に
向
か
っ
て
努
力

も
す
る
し
、
働
く
こ
と
に
も
意
欲
的
で
あ

る
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
学
生
を
育
て

る
た
め
に
、「
学
生
自
ら
が
考
え
る
こ
と

を
促
す
教
育
」
を
大
学
で
実
践
し
て
い
た

だ
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

職
業
人
と
し
て
の

基
礎
的
資
質
向
上

深
谷
高
等
学
校
長

大
谷
　
幸
男

近
年
、
社
会
・
経
済
・
産
業
の
構
造
的

変
化
を
背
景
に
、
学
生
の
就
職
状
況
は
、

景
気
の
動
向
や
雇
用
の
流
動
化
な
ど
の
影

響
を
受
け
や
す
く
不
安
定
な
状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
将
来
の
生
活
や
社
会
人
・
職

業
人
と
し
て
の
生
き
方
の
展
望
が
持
ち
に

く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

先
般
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
の

両
省
か
ら
、
来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
の

就
職
内
定
率
（
十
月
一
日
現
在
）
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
内
定
率

は
、
六
二
・
五
％
で
あ
り
、
平
成
十
五
年

同
期
の
六
十
・
二
％
、
平
成
十
六
年
同
期

の
六
一
・
三
％
に
次
ぐ
三
番
目
の
低
さ
で

あ
る
。
こ
れ
は
、ま
さ
に
「
就
職
氷
河
期
」

並
み
の
厳
し
さ
で
あ
り
、
こ
の
原
因
に
つ

い
て
文
科
省
に
よ
れ
ば
、「
昨
年
秋
以
降

の
経
済
情
勢
の
悪
化
が
学
生
の
雇
用
を
直

撃
し
た
形
だ
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
厳
し
い
外

部
要
因
に
左
右
さ
れ
な
い
（
負
け
な
い
）

だ
け
の
、
ま
た
、
社
会
の
要
請
や
期
待
に

十
分
応
え
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成（
こ

れ
は
、
私
達
高
校
教
育
に
携
わ
る
者
の
責

務
で
も
あ
る
。）
に
つ
い
て
ご
尽
力
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
大
学
と
し
て
の
研
究
活
動

や
知
的
教
育
の
充
実
は
不
可
欠
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以

上
に
、
働
く
こ
と
へ
の
関
心
・
意
欲
・
目

的
意
識
な
ど
の
望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業

観
の
育
成
、
そ
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関

係
を
構
築
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
規
範
・
マ
ナ
ー
・
礼

儀
等
職
業
人
と
し
て
の
基
礎
的
資
質
を
向

上
さ
せ
る
教
育
の
充
実
を
是
非
と
も
ご
期

待
申
し
上
げ
た
い
。

こ
れ
ら
の
教
育
課
題
は
、
そ
の
ま
ま
高

校
教
育
の
課
題
で
も
あ
る
。
高
校
、
大
学

と
一
貫
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
所
期
の

目
的
を
達
成
し
た
い
も
の
と
考
え
る
。

「
高
校
と
大
学
」—

教
育
へ
の
期
待—

　

高
校
教
育
と
大
学
教
育
と
の
関
係
が
教
育
界
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
学
園
は
高
校
二
校
と
大
学
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
高
校
、
大
学

の
教
員
に
「
高
校
が
大
学
に
」、「
大
学
が
高
校
に
」
そ
れ
ぞ
れ
が
期
待

す
る
こ
と
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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〈
大
学
か
ら
高
校
へ
〉

「
高
─
大
」
教
育
の

連
携
を
求
め
て

─
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の

「
共
通
領
域
部
」
の
目
ざ
す
も
の
─

大
学
人
文
学
部
長
・
共
通
領
域
部
主
任

日
山
　
紀
彦

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、①
高
校
教

育
と
大
学
で
の
学
び
お
よ
び
専
門
教
育
へ

の
橋
渡
し
、②
大
学
生
と
し
て
の
一
般
的

教
養
力
そ
し
て
社
会
に
出
る
に
あ
た
っ
て

必
要
と
な
る
基
礎
的
人
間
力
の
育
成
、主

と
し
て
こ
の
二
つ
の
課
題
を
教
育
目
的
と

す
る「
共
通
領
域
部
」が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。社

会
情
勢
の
急
激
な
変
化
や
学
生
の
学

力
低
下
の
実
態
を
配
慮
し
な
が
ら
、今
、社

会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
大
学
生
と
し
て

教
養
力
・
思
考
力
・
実
践
力
の
基
盤
整
備

（
学
士
力
基
礎
）と
社
会
人
基
礎
力
の
土
台

の
涵
養
と
い
う
こ
と
─
専
門
教
育
と
の
有

機
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
─
こ
れ
が
共

通
領
域
部
に
お
け
る
共
通
教
育
の
目
ざ
す

も
の
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。そ
し
て
、こ

の
基
礎
的
教
養
教
育
に
裏
打
ち
さ
れ
た
専

門
教
育
と
い
う
こ
と
が
本
学
が
目
ざ
す
教

育
目
的
の
大
き
な
特
質
の
一
つ
を
な
す
も

の
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、い
わ
ゆ
る「
高
・
大
連

携
」が
必
須
の
課
題
と
な
り
ま
す
。本
学
に

お
い
て
は
、高
校
の
先
生
方
に
本
学
の
教

育
理
念
・
教
育
目
標
・
人
材
育
成
の
基
本
方

針
等
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
わ
か
り
易

く
丁
寧
に
説
明
し
、ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
色
々
な
機
会（
高
校
訪
問
・
大
学
説
明

会
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
開
講
座
・
出
張
授

業 etc

）を
利
用
し
て
ご
協
力
頂
い
て
い

ま
す
。ま
た
、そ
う
し
た
機
会
に
頂
い
た
先

生
方
の
ご
批
判
・
ご
忠
告
・
ご
提
案
を
最
大

限
に
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
、さ
ら
な
る
共

通
教
育
の
あ
り
方
や
内
容
の
改
革
・
改
善

に
努
力
し
て
い
ま
す
。高
校
教
育
の
場
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、是
非
こ
の
こ
と
を
ご

理
解
頂
き
、今
後
と
も
忌
憚
の
な
い
積
極

的
な
ご
助
言
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で

す
。ま
た
共
通
領
域
部
の
立
場
か
ら
、僭
越

な
が
ら
、中
・
高
の
先
生
方
へ
の
希
望
と
期

待
と
を
申
し
の
べ
さ
せ
て
頂
け
ば
、い
わ

ゆ
る
中
・
高
校
生
と
し
て
の
各
教
科
に
関

す
る
学
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、一
般
的

な
社
会
常
識
や
基
礎
的
な
幅
広
い
教
養
力

の
育
成
に
も
お
力
を
注
い
で
頂
け
れ
ば
、

中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
連
携
と
架
橋
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

何
卒
、今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
・

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

人
生
に
夢
を
持
っ
て
欲
し
い

大
学
子
ど
も
学
部
長

深
谷
　
昌
志

新
入
生
に
求
め
る
資
質
は
学
部
に
よ
っ

て
異
な
る
。
理
工
学
部
な
ど
で
は
数
学
、

文
学
部
で
は
英
語
の
基
礎
が
し
っ
か
り
と

し
て
い
な
い
と
、
学
部
教
育
を
ス
タ
ー
ト

で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
入
学
前
に
体
系

だ
っ
た
準
備
教
育
を
実
施
す
る
学
部
が
増

加
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
子
ど
も
学
部
の
場
合
は
ど

う
か
。
高
校
生
と
し
て
、
子
ど
も
の
保
育

や
子
ど
も
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
歓
迎
し
た
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は

高
校
生
レ
ベ
ル
の
関
心
で
、
学
部
の
勉
強

に
そ
れ
程
プ
ラ
ス
し
な
い
感
じ
が
す
る
。

高
校
時
代
に
保
育
園
で
実
習
体
験
を
積

む
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
。し
か
し
、

そ
の
程
度
の
体
験
は
入
学
後
、
い
く
ら
で

も
積
む
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

高
校
生
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生

活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

そ
う
し
た
一
方
、
こ
こ
数
年
、
知
的
な

問
題
に
好
奇
心
を
持
た
な
い
学
生
が
増
加

し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。「
知
的｣

と

い
う
言
葉
を
外
し
て
、｢

好
奇
心
」
で
も

よ
い
の
だ
が
、
自
分
か
ら
知
ろ
う
と
し
な

い
学
生
が
目
に
つ
く
。
そ
う
し
た
学
生
た

ち
と
話
し
て
い
る
と
、
人
生
を
諦
め
て
い

る
の
を
感
じ
る
。
大
き
な
望
み
を
持
っ
て

も
実
現
で
き
そ
う
も
な
い
と
、
自
分
だ
け

の
小
さ
な
世
界
に
視
野
を
狭
め
る
。
そ
う

な
る
と
、
好
奇
心
は
衰
弱
し
て
い
く
。
形

式
的
に
授
業
に
出
席
し
て
は
い
る
が
、
心

は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
意
識

調
査
を
実
施
す
る
と
、
学
業
成
績
が
生
徒

の
心
情
を
大
き
く
規
定
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
数
学
や
英
語
の
成
績
は
自
己
像

と
高
い
相
関
を
示
す
。
そ
し
て
、
勉
強
が

苦
手
に
な
る
に
つ
れ
、
人
生
を
断
念
す
る

割
合
が
増
す
。
し
か
し
、
一
流
大
学
卒
業

が
必
ず
し
も
幸
せ
な
人
生
を
約
束
し
な
い

の
は
多
く
の
事
例
の
示
す
通
り
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
し
た
ら
、
英
語
や
数
学
が
少
し

位
苦
手
で
も
、
高
校
生
に
は
自
分
な
り
の

大
き
な
夢
を
持
っ
て
欲
し
い
。

少
な
く
と
も
、
子
ど
も
学
部
で
は
、
高

校
時
代
の
成
績
を
ご
破
算
に
し
て
、
ゼ
ロ

か
ら
出
発
で
き
る
。
そ
れ
な
の
に
、
数
学

が
苦
手
だ
っ
た
か
ら
勉
強
に
は
向
い
て
い

な
い
と
狭
い
自
分
の
世
界
に
ひ
き
こ
も
る

学
生
が
目
に
つ
く
。
子
ど
も
学
部
で
勉
強

す
る
の
に
数
学
は
０
点
で
も
よ
い
。た
だ
、

好
奇
心
を
も
っ
て
問
題
を
追
及
す
る
態
度

だ
け
は
持
っ
て
ほ
し
い
。
自
分
の
可
能
性

を
信
じ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
意

欲
的
な
若
者
を
迎
え
入
れ
た
い
と
思
う
。
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大
学
の
研
究
活
動
に
つ
い
て

大
学
は
教
育
機
関
で
す
が
、研
究
機
関

で
も
あ
り
、そ
し
て
、教
員
は
、教
育
者
で

す
が
、研
究
者
と
い
う
顔
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
す
。今
回
は
、研
究
者
と
い
う
側
面

に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。教
員
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
が
あ
り
、個
人
や
共

同
で
研
究
、他
分
野
か
ら
の
多
角
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
柔
軟
に
研

究
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

研
究
成
果
は
学
会
発
表
や
学
術
雑
誌
へ
の

掲
載
に
よ
っ
て
社
会
に
伝
わ
る
と
と
も

に
、授
業
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

本
学
の
大
学
教
員
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個

室
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

研
究
室
と
呼
ば
れ
、学
内
で
の
控
室
で
あ

る
こ
と
の
ほ
か
に
、学
生
を
招
い
て
の
ゼ

ミ
や
相
談
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。入
室

す
る
と
書
架
に
収
ま
り
切
ら
な
い
書
籍

や
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
Ｉ
Ｔ
機
器
の
量
に
驚

か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。授
業
に
役

立
て
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

資
料
と
し
て
、実
験
機
器
と
し
て
研
究
に

用
い
ら
れ
、特
に
書
架
は
、語
学
や
経
済
、

心
理
な
ど
特
定
の
分
野
が
多
い
と
い
う
よ

う
に
各
自
の
研
究
分
野
を
象
徴
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

研
究
に
は
書
籍
の
ほ
か
に
機
材
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に
費
用
が
か
か

る
た
め
、大
学
で
は
研
究
支
援
に
係
わ
る

経
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。ま
た
、研
究
を

支
援
す
る
助
成
制
度
が
あ
り
、教
員
に

よ
っ
て
は
助
成
制
度
を
利
用
し
て
研
究
を

推
進
す
る
者
も
い
ま
す
。

助
成
制
度
は
公
的
助
成
か
ら
民
間
助
成

ま
で
あ
ら
ゆ
る
助
成
が
あ
り
、研
究
分
野

を
特
定
す
る
も
の
、し
な
い
も
の
と
い
う

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
で
、助
成
金
額
も
さ
ま

ざ
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、共
通
し

て
言
え
る
こ
と
は
、必
ず
審
査
が
あ
る
こ

と
で
す
。研
究
課
題
や
研
究
方
法
に
対
し

て
審
査
の
結
果
、助
成
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

公
的
助
成
の
中
で
も
文
部
科
学
省
や
日

本
学
術
振
興
会
か
ら
助
成
さ
れ
る
科
学
研

究
費
補
助
金
が
有
名
で
、大
学
で
も
補
助

金
を
受
け
て
い
る
教
員
が
い
ま
す
。

教
員
と
い
う
と
教
育
に
目
が
い
き
が
ち

に
な
り
ま
す
が
、研
究
者
と
い
う
顔
を
持

ち
、研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

科
学
研
究
費
補
助
金
と
は

文
部
科
学
省
及
び
日
本
学
術
振
興
会
が

研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
に
対
し
て

支
給
す
る
補
助
金
で
す
。「
科
学
」と
あ
り
ま

す
が
、科
学
だ
け
で
は
な
く
文
学
や
社
会
学

と
い
う
よ
う
な
学
術
一
般
に
お
け
る
助
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。若
手
研
究
や
基
盤
研
究

と
い
う
よ
う
に
種
目
が
研
究
費
用
総
額（
予

算
）、年
齢
な
ど
に
よ
り
分
け
ら
れ
て
お
り

公
募
と
審
査
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。ま

た
、補
助
金
の
管
理
は
研
究
機
関
に
よ
っ
て

厳
格
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

科学研究費補助金受入状況（研究代表者のみ）

研究代表者 所属
種目

研究課題 補助金額
（千円）研究期間

直井　文子
准教授

大学
人文

基盤研究（C）（一般）18・19 世紀の日中比較文学研究―醮氏・齋
藤拙堂・眞龍院を中心に―

910(H20)
650(H21）H20-22 年度

阿南　友亮
講師

大学
人文

若手研究（B） 中国共産党による「党軍」建設と基層社会
（1924 年～ 1934 年）

600(H19)
650(H20)
520(H21)H19-22 年度

小野 和
教授

大学
子ども

基盤研究（C）（一般）幼児教育におけるネットワーク利用の可能性
とその効果

1,040(H20)
1,040(H21)H20-H22 年度

小畑 千尋
准教授

大学
子ども

若手研究（B） 児童の認識の発達を促す音痴克服のための歌
唱指導教材の開発 1,170(H21)

H21-H24 年度

那須野 三津子
講師

大学
子ども

若手研究（B） 1979 年度から 1987 年度間の海外日本人学校
における障害児教育の歴史的研究 650(H21)

H21-H22 年度

渡辺 千仭
教授

大学
経営

基盤研究（A）（一般）ハイブリッド技術経営－ IT の自己増殖機能
の内生化と製造技術との共進

15,210(H19)
17,810(H20)
13,260(H21)H19-H21 年度

石川 正敏
助教

大学
経営

若手研究（Ｂ）
野外調査支援モバイルGIS に関する研究 1,560(H20)

1,430(H21)H20-H21 年度

金城 悟
教授

短大
幼教

基盤研究（C）（一般）保育現場に即した ICT 利用による保育者の
QWL支援プログラムの開発と展開 1,430(H21)

H21-H23 年度

教
育
研
究
活
動
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ひと

大
学
人
文
学
部

日
本
伝
統
文
化
学
科
（
平
成
十
七
年
三
月
卒
業
）

鈴
木 

優
子
さ
ん

と
き
わ
書
房
勤
務

私
は
、
現
在
書
店
に
勤
務
し
、
接
客
や

商
品
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

東
京
成
徳
大
学
は
学
外
研
修
の
非
常
に

多
い
大
学
で
、
私
は
授
業
で
初
め
て
歌
舞

伎
座
や
歴
史
民
俗
博
物
館
に
行
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
研
修
や
授
業
を
通
し
て
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
世
界
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
方
や

県
外
か
ら
入
学
し
て
き
た
学
生
と
の
交
流

は
特
別
な
こ
と
が
な
く
と
も
、
そ
れ
ま
で

の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
刺
激
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
房
総
地
域
文
化
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
と
入
学
が
重
な
り
、
こ

ち
ら
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
学
外
で
の
研
修
や
地
域
に

学
ぶ
機
会
が
多
く
、
よ
り
外
の
世
界
に
触

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
方
と
の

交
流
も
さ
ら
に
深
ま
り
、
今
で
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
様
々
な
経
験
を
通
し
て
私
が

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
に
「
何
に
興
味
を

持
っ
て
も
良
い
し
何
を
勉
強
し
て
も
良

い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
学
問
の
対
象
に
な
る
し
、
興
味

を
も
っ
た
な
ら
調
べ
て
み
れ
ば
良
い
。
先

生
方
は
学
生
の
「
学
び
た
い
」
と
い
う
姿

勢
に
対
し
て
非
常
に
協
力
的
で
あ
り
、
そ

の
協
力
を
最
大
限
に
得
ら
れ
る
の
が
学
生

時
代
な
の
で
す
。

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
ば
機
会

を
与
え
ら
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
分
で
動
い
て
し
ま
え
ば
良
い
の
で
す
。

仕
事
を
始
め
た
今
で
も
、
た
ま
に
房
総

地
域
文
化
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
外
研

修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
行
先
と
し
て
「
大
原
幽
学
記
念
館
」

に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
今
年
の

夏
に
お
店
の
フ
ェ
ア
で
、
千
葉
が
舞
台
の

作
品
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
学

で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
か
ら
フ
ェ
ア
や
商
品

選
定
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

大
学
で
学
ん
で
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
大
き
な
世

界
、
色
々
な
世
界
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

れ
ら
が
少
し
ず
つ
繋
が
っ

て
今
の
自
分
が
出
来
上

が
っ
て
い
ま
す
。

深
谷
高
校
特
進
コ
ー
ス
（
平
成
十
四
年
三
月
卒
業
）

佐
藤 

隼
人
さ
ん

非
常
勤
講
師
・
野
球
部
コ
ー
チ

私
は
、
現
在
母
校
で
国
語
の
授
業
を
教

え
な
が
ら
野
球
部
の
コ
ー
チ
も
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
今
、
私
が
接
し
て
い
る
生

徒
は
皆
後
輩
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
母
校
で
働
か
せ
て
頂
く
こ
と
の
責
任

と
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

私
は
今
思
い
返
し
て
み
る
と
、
深
谷
校

で
学
ん
で
い
た
時
間
が
、
私
と
い
う
一
人

の
人
間
を
作
り
上
げ
て
い
く
中
で
、
濃
密

か
つ
大
切
な
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
在
学
時
に
学
校
生
活
や
部
活
動
を

通
し
て
、人
と
し
て
大
切
な
も
の
を
学
び
、

人
間
形
成
の
機
会
を
頂
い
た
と
思
う
か
ら

で
す
。

私
は
、
小
学
校
二
年
生
か
ら
野
球
を
始

め
ま
し
た
。
私
の
野
球
人
生
は
、
大
会
で

優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
た
り
、
最
優
秀
選

手
に
選
ば
れ
た
り
と
順
風
満
帆
で
し
た
。

し
か
し
、
深
谷
校
に
進
学
し
て
考
え
方
や

人
生
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
、
全
て
の
こ
と
に
関
し
て
あ
る
程
度
出

来
て
い
た
も
の
が
全
く
通
用
せ
ず
、
自
分

の
力
の
な
さ
と
甘
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
は
、
小
さ
な
事
が
大
き
な
壁
に

思
え
、
何
度
も
逃
げ
出
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
よ
り
良
い
自
分
に
変
え

る
に
は
今
し
か
な
い
、
文
武
両
道
の
苦
労

を
で
き
る
の
も
今
し
か
な
い
と
思
い
、
自

分
の
心
と
葛
藤
し
続
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
人
と
し
て
最
も
大
切
な
心
を
鍛
え
る

こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
仲

間
を
信
じ
る
心
や
苦
し
い
と
き
に
頑
張
る

心
、
感
謝
の
心
な
ど
、
何
を
と
っ
て
も
現

在
に
活
き
て
い
ま
す
。

私
は
、
自
分
を
変
え
て
頂
い
た
深
谷
校

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
、
こ
の
よ
う
に

生
徒
と
向
き
合
い
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

べ
る
こ
と
も
、
あ
の
と
き
深
谷
校
で
過
ご

し
た
時
間
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
ま
だ
ま
だ
教
員
と
し
て
未
熟

で
す
が
、
将
来
は
生
徒
の
高
校
三
年
間
と

い
う
大
切
な
時
間
の
中
で
、
生
徒
が
よ
り

成
長
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
数
多
く
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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社
会
交
流

北
区
旧
清
至
中
学
校
跡
地
の
借
用

高
等
部
の
隣
に
広
が
る
旧
清
至
中
学
校

（
王
子
六
丁
目
）の
校
庭
、体
育
館
、校
舎
の

一
部
を
北
区
よ
り
平
成
二
二
年
二
月
か
ら

借
り
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

北
区
で
は
区
有
財
産
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、旧
清
至
中
学
校
跡
地
を
当
面
の

暫
定
活
用
と
し
て
教
育
機
関
等
へ
貸
付
け

る
こ
と
と
な
り
、公
募
を
行
い
ま
し
た
。学

園
で
は
中
学
・
高
校
な
ら
び
に
十
条
台

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
運
動
用

地
の
不
足
か
ら
北
区
に
対
し
同
地
の
借
用

を
要
望
し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、こ
の
度

の
公
募
に
応
募
い
た
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
書
類
審
査
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
選

定
の
結
果
、当
学
園
に
貸
付
け
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

学
園
と
し
て
は
、中
学
・
高
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
、十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
男
子
学
生

の
増
加
に
と
も
な
い
活
発
と
な
っ
た
運
動

系
サ
ー
ク
ル
の
活
動
場
所
や
子
ど
も
学
部

で
は
地
域
の
保
育
活
動
の
実
践
的
研
究
場

所
と
し
て
利
用
す
る
計
画
も
あ
り
、様
々

に
有
効
活
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
旧
清
至
中
学
校
が

担
っ
て
き
た
防
災
機
材
保
管
や
防
災
時
の

利
用
と
い
う
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
従
来
通
り
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、借
用
期
間
は
平
成
二
二
年
二
月

か
ら
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
の
五
年
間
と

な
り
ま
す
。

大
学
院

心
理
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

10
年
目
の
節
目

　
　
　
　
　
　
心
理
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
長

勝
倉
　
孝
治

（
大
学
院
心
理
学
研
究
科
　
教
授
）

東
京
成
徳
大
学
大
学
院
心
理
・
教
育
相

談
セ
ン
タ
ー
は
、平
成
十
二
年
四
月
に
本

学
の
大
学
院
が
千
葉
県
八
千
代
市
か
ら
東

京
都
北
区
王
子
に
移
転
す
る
と
同
時
に
開

設
さ
れ
、平
成
二
二
年
四
月
に
、開
設
10
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

間
、大
学
院
は
平
成
十
五
年
四
月
よ
り
臨

床
心
理
士
受
験
資
格
第
一
種
指
定
校
に
認

定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、様
々
な
問
題
や

悩
み
を
抱
え
る
地
域
の
方
々
の
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
、臨
床
家
を
目
指
す
大
学

院
生
の
実
習
の
場
と
な
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。修
了
生
の

多
く
は
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
取
得
し
、

小
、中
、高
等
学
校
、大
学
、病
院
な
ど
の
場

で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。な
お
、相
談
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
は
、専

任
所
員（
大
学
院
担
当
教
員
）、非
常
勤
所

員
、所
員（
大
学
院
生
）か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。セ
ン
タ
ー
開
設
後
、年
々
来
談
者

の
数
は
増
加
し
つ
つ
あ
り
、平
成
十
九
年

度
以
降
は
月
間
約
一
〇
〇
件
前
後
の
相
談

件
数
が
あ
り
ま
す
。相
談
に
来
ら
れ
る
方

は
、十
〜
二
十
歳
代
を
中
心
に
、幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
と
幅
が
広
く
、相
談
内
容
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、発
達
の
遅
れ
や

障
害
、子
育
て
の
相
談
が
増
え
つ
つ
あ
る

の
が
最
近
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、平
成
十
九
年
度
か
ら
大
学
院
修

了
生
を
対
象
と
し
た
学
外
の
著
名
な
講
師

を
招
い
て
の
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン（
相
談
に
つ
い
て
の
検
討
会
）が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、修
了
生
の
た
め
に
も

研
修
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、発

展
を
遂
げ
、開
設
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
後
と
も
さ
ら
に
、大
学

院
生
の
教
育
、修
了
生
の
研
鑚
、そ
し
て
、

地
域
の
方
々
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
、多
様

な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

旧清至中学校

旧清至中学校校舎 1 階部分、校庭、体育館を借用する。
左は高等部校舎
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国
際
交
流

配
慮
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
作
り
が
盛
ん
で
、

教
育
機
関
と
し
て
の
設
備
は
た
い
へ
ん
優

れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
は
教

育
用
映
画
を
常
時
上
演
す
る
映
画
館
や
韓

国
の
女
性
の
民
族
衣
装
や
装
身
具
の
変
遷

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
博
物
館
、雰
囲
気

の
よ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
、銀
行
や
郵
便
局
、ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
プ
ー
ル
、医
科
大
学
付
属

の
診
療
所
な
ど
が
あ
り
、快
適
な
環
境
で

勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

協
定
の
概
要

平
成
二
一
年
九
月
三
十
日
に
学
術
交
流

に
関
す
る
大
学
間
の
協
定
を
締
結
し
、学

生
・
教
員
の
交
流
や
共
同
研
究
及
び
教
育
・

学
術
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。本
学
と
の
間
で
は
年
三
名
の
交
換
留

学
生
の
派
遣
・
受
け
入
れ
が
実
施
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。臨
床
心
理
学
や

ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
、児
童
教
育
学
や
経
営

学
、日
韓
の
伝
統
文
化
分
野
の
成
績
優
秀

な
学
生
が
交
換
留
学
の
対
象
と
な
り
ま

す
。ま
た
、教
員
の
学
術
交
流
・
共
同
研
究

も
実
施
で
き
ま
す
。韓
国
で
取
得
し
た
単

位
は
、帰
国
後
に
本
学
の
単
位
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。

大
学
・
短
期
大
学
海
外
協
定
校

梨
花
女
子
大
学
校（
韓
国
）と
の

協
定
締
結

大
学
人
文
学
部
国
際
言
語
文
化
学
科
李

允
希
（
イ
・
ユ
ニ
）教
授
が
こ
の
協
定
締
結

の
た
め
に
翻
走
し
、梨
花
女
子
大
学
校
と

の
懸
け
橋
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
定
締
結
の
背
景（
李
允
希
）

韓
国
ソ
ウ
ル
に
位
置
す
る
私
の
母
校
の

イ
フ
ァ（
梨
花
、Ｅ
Ｗ
Ｈ
Ａ
）女
子
大
学
校

は
、女
子
大
と
し
て
は
学
生
数
約
二
万
人

を
擁
す
る
世
界
最
大
の
規
模
で
、世
界
各

国
か
ら
の
多
く
の
留
学
生
が
通
う
マ
ン
モ

ス
大
学
で
す
。

私
が
研
究
調
査
の
た
め
母
校
を
訪
問
し

た
際
、言
語
教
育
院
の
教
授
部
長
の
イ
・

ミ
エ
教
授
と
懇
談
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。そ
の
と
き
に
、「
お
互
い
に
学
生
の
交

流
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
」と
い
う
話

が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。帰
国
後
、こ
の
話

を
本
学
の
関
係
機
関
で
検
討
し
た
結
果
、

本
学
の
学
生
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る

た
め
、学
術
交
流
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

梨
花（
Ｅ
Ｗ
Ｈ
Ａ
）女
子
大
学
校
と
は

イ
フ
ァ
女
子
大
学
校
は
、一
八
八
六
年

に
米
国
の
宣
教
師
が
設
立

し
た
女
性
の
た
め
の
教
育

機
関
が
母
体
と
な
っ
た
大

学
で
す
。設
置
さ
れ
て
い

る
学
部
も
、人
文
・
社
会
科

学
を
は
じ
め
、自
然
科
学
、

工
学
、医
学
、薬
学
な
ど
を

網
羅
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

女
子
大
で
は
世
界
で
初
め

て
工
学
部
を
設
置
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。最
近
で
は
Ｅ
Ｃ
Ｏ
に

左からイ・ユニ教授、イ・ミエ教授、今仲学科長

校種 国 大学名 締結年

大　　学 アメリカ コー大学（アイオワ州） 2000年

サンフランシスコ州立大学 2009年

オーストラリア ラトローブ大学 2000年

中　　国 同済大学 2001年

韓　　国 漢陽大学校 2001年

白石大学校 2004年

梨花女子大学校 2009年

短期大学 オーストラリア オーストラリアン カソリック大学 1999年

韓　　国 昌原専門大学校 2001年
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就職状況

就
職
状
況

平
成
二
一
年
度
の
就
職
状
況
は
こ
れ
ま

で
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
昨
年
秋
か
ら
の

金
融
危
機
の
影
響
で
大
変
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。採
用
を
控
え
た
り
、採
用
人
数
も

抑
え
る
企
業
が
多
く
、内
定
出
し
に
慎
重

に
な
り
長
期
の
面
接
を
繰
り
返
す
ケ
ー
ス

な
ど
厳
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、求

人
社
数
も
昨
年
に
比
べ
て
減
少
し
て
お

り
、新
規
求
人
企
業
の
発
掘
や
求
人
実
績

の
あ
る
企
業
へ
依
頼
を
お
こ
な
っ
た
り
、

比
較
的
求
人
の
あ
る
福
祉
関
連
や
販
売
、

飲
食
系
の
求
人
を
学
生
に
紹
介
し
た
り
、

各
種
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、就
職
決
定

へ
き
め
細
か
い
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

短
大
の
就
職
状
況

一
般
企
業
へ
の
就
職
状
況
は
、こ
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
を
反
映
し
て
就
職
内
定

率
は
言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

科
、
ビ
ジ
ネ
ス
心
理
科
共
に
、昨
年
比
約

二
十
か
ら
三
十
％
減
と
な
っ
て
お
り
、就

職
希
望
者
の
半
数
以
上
が
未
内
定
で
す
。

し
か
し
、学
生
た
ち
は
諦
め
る
こ
と
な
く

今
も
積
極
的
に
就
職
活
動
を
続
け
、学
生

生
活
課
は
求
人
の
紹
介
や
学
生
一
人
ひ
と

り
と
面
談
を
繰
り
返
し
て
、サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定

や
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
の
資
格
取

得
支
援
も
行
っ
て
お
り
、本
年
度
は
四
名

が
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
に
合

格
し
ま
し
た
。

幼
児
教
育
科
で
は
例
年
、保
育
職
・
一
般

企
業
へ
の
就
職
・
進
学
を
含
め
て
卒
業
生

の
九
十
％
以
上
が
進
路
を
決
定
し
て
い
ま

す
が
、卒
業
生
の
八
十
％
超
が
保
育
職
と

し
て
巣
立
っ
て
い
ま
す
。保
育
職
の
就
職

活
動
は
秋
以
降
が
本
番
で
、学
生
た
ち
は

現
在
一
生
懸
命
就
職
活
動
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
す
。

内
定
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

宮
岡
　
彩 
さ
ん

株
式
会
社
菱
食 

内
定

い
つ
頃
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た

か
？私

は
一
年
の
十
月
下
旬
く
ら
い
か
ら
進

路
に
つ
い
て
考
え
始
め
ま
し
た
。最
初
は

専
門
学
校
へ
の
進
学
も
検
討
し
て
い
ま
し

た
が
、最
終
的
に
は
就
職
に
決
め
、十
月
下

旬
か
ら
学
校
で
始
ま
っ
た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
講
座
を

受
け
ま
し
た
。一
月
下
旬
か
ら
は
会
社
説

明
会
の
参
加
も
始
め
ま
し
た
。

ど
う
い
う
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
か
？

私
は
事
務
職
志
望
で
、パ
ソ
コ
ン
関
係

の
資
格（
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
、情
報
処

理
技
能
検
定
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作

成
検
定
）を
一
年
生
の
内
に
取
得
し
ま
し

た
。

落
ち
込
ん
だ
り
し
た
と
き
は
？

説
明
会
を
受
け
て
い
く
う
ち
に
希
望
職

種
の
方
向
に
悩
ん
だ
り
、知
人
が
先
に
内

定
を
取
っ
た
と
き
は
落
ち
込
ん
だ
り
し
ま

し
た
。肝
心
の
就
職
活
動
で
は
、と
に
か
く

自
分
自
身
の
プ
ラ
ス
面
を
押
し
出
さ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、い
ま
ま
で
行

な
っ
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
、出
来
る

限
り
自
分
を
褒
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

し
た
。そ
し
て
、自
分
の
気
持
ち
を
持
ち
直

し
た
り
、知
人
と
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

今
回
の
内
定
は
、良
い
ご
縁
に
巡
り
合

え
た
結
果
で
す
。こ
の
ご
縁
に
多
大
な
る

感
謝
を
し
な
が
ら
、来
年
か
ら
の
新
生
活

に
向
け
て
勉
強
を
し
、残
り
少
な
い
学
生

生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。

大
学
の
就
職
状
況

人
文
学
部
で
は「
就
勝
を
全
力
で
応
援
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
き
め
細
か
い
支
援
を
継
続

し
、卒
業
ま
で
に
は
何
と
し
て
も
全
国
平

均
を
上
回
る
就
職
内
定
率
を
実
現
す
べ
く

努
力
を
し
て
い
く
決
意
で
す
。

厳
し
い
環
境
で
す
が
、過
去
に
求
人
実

績
の
あ
る
企
業
に
訪
問
・
電
話
で
求
人
依

頼
を
行
な
い
、六
月
に
は
臨
時
学
内
合
同

説
明
会
、九
月
に
は
就
活
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
、面
接
の
機
会
提
供

を
増
や
す
こ
と
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。ま

た
、政
府
・
自
治
体
に
お
い
て
も
大
学
生
の

就
職
難
へ
の
強
い
危
機
感
か
ら
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
公
的
機
関
を
通
じ
て
合
同
面

接
会
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を

講
じ
て
い
ま
す
の
で
、協
働
し
て
学
生
の

就
職
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

卒
業
生
に
対
す
る
就
職
支
援
に
つ
い
て

も「
在
学
時
と
同
水
準
の
手
厚
い
支
援
」を

提
供
し
て
お
り
、ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
求

人
検
索
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特
別
講
座
に

よ
る
資
格
取
得
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
に
か
つ

気
軽
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。子

ど
も
学
部
で
は
三
十
％
が
一
般
企

業
、七
十
％
が
教
職
・
保
育
職
を
希
望
し
て

い
ま
す
。

一
般
企
業
へ
の
就
職
は
本
年
度
も
子
供

服
販
売
、玩
具
卸
等
の
子
供
関
連
企
業
の

他
に
、建
設
業
・
子
ど
も
教
育
事
業
等
へ
内

定
を
得
て
い
ま
す
。
教
職
・
保
育
職
で
は
、

秋
以
降
が
本
番
で
、学
生
の
就
活
は
熱
気

平成 21年度就職内定先（一部）

巣鴨信用金庫／㈱菱食／コーセー化粧品販

売㈱／㈱ビックカメラ／東京電力㈱／㈱東

京ロイヤルホテル／㈱十万石ふくさや／㈱

ブーランジュリー横浜／㈱こどもの森／明

日香幼稚園／安行幼稚園／東京成徳短期大

学付属幼稚園／東京成徳短期大学付属第二

幼稚園／八街市立幼稚園／足立区（保育士）

／川越市（保育士）／所沢市（保育士）／上尾

市（保育士） 等
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を
帯
び
て
い
ま
す
。

子
ど
も
学
部
で
は
、三
年
生
前
期
は
、

「
職
業
適
性
論
」な
ど
の
講
義
・
演
習
を
通

し
て
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
を

指
導
、後
期
か
ら
は
希
望
進
路
別
に
分
か

れ
て
、よ
り
き
め
細
か
く
実
践
的
に
進
路

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
職
業
研
究
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

様
々
な
職
業
体
験
を
通
し
て
こ
ど
も
の
成

長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
を
し
て
い
る

キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
の
方
か
ら
講
演
も
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
企
業
の
人
事

部
の
方
に
企
業
が
求
め
る
人
材
像
な
ど
の

テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
模
擬
面

接
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
就
職
環
境
は
来
年
以
降
も
続
く

も
の
と
判
断
し
て
い
る
た
め
、今
後
と
も

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

内
定
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

人
文
学
部
日
本
伝
統
文
化
学
科

岡
本
　
侑
大 

さ
ん

株
式
会
社　
　
　
　
　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
モ
バ
イ
リ
ン
グ 

内
定

内
定
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
い
か
が
で
し
た
か
？

私
は
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

持
っ
て
い
ま
す
が
、障
害
者
の
就
職
を
支

援
し
て
く
れ
る
機
関
や
大
学
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
担
当
の
方
々
に
も
良
く
し
て
い
た
だ

き
、就
職
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
ど
ん
な
ふ
う
に
進
め
た
の
で

し
ょ
う
か
？

就
職
活
動
と
一
緒
に
、私
は
自
分
の
住

ん
で
い
る
市
役
所
の
公
務
員
に
な
る
勉
強

も
し
て
い
ま
し
た
。

就
職
活
動
、試
験
勉
強
、ア
ル
バ
イ
ト
と

ど
れ
も
妥
協
は
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
全

て
を
並
行
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
辛
く
て
何
度
も
諦
め
て
し
ま
お

う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、自

分
の
目
標
の
為
、
自
分
の
将
来
の
為
、自

分
の
夢
の
為
に
と
思
い
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
た
、そ
し
て
良
縁
あ
っ
て
内
定

を
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

努
力
が
報
わ
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す

ね
。
後
輩
の
皆
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
ま
す
。

ど
ん
な
に
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、目
標
や
夢
を
見
つ
け
て
、そ
れ
に
向

か
っ
て
行
く
意
志
が
あ
れ
ば
必
ず
乗
り
越

え
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
大
学
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
担
当
の
方
々
や
外
部
の
機
関
を
活
用

す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。皆
さ

ん
頑
張
っ
て
下
さ
い
。子

ど
も
学
部
子
ど
も
学
科

小
松
　
友
美 

さ
ん

品
川
区
立
保
育
園 

内
定

い
つ
頃
か
ら
保
育
士
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
し
た
か
？

私
は
、幼
い
頃
か
ら
保
育
士
に
な
る
こ

と
が
夢
で
し
た
。そ
し
て
大
学
に
入
学
し
、

勉
学
や
実
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、保

育
士
と
い
う
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
職

に
さ
ら
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
、

就
職
活
動
を
始
め
る
際
に
、先
生
方
か
ら

公
立
保
育
士
の
話
を
聞
く
機
会
が
多
く
あ

り
、公
立
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
勉
強
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

四
年
生
の
夏
休
み
は
、共
に
公
立
を
目

指
す
友
人
達
と
、朝
か
ら
晩
ま
で
学
校
で

一
般
教
養
・
専
門
科
目
の
勉
強
を
し
ま
し

た
。ま
た
問
題
を
出
し
合
っ
た
り
す
る
な

ど
工
夫
も
し
ま
し
た
。二
次
試
験
も
先
生

や
友
人
と
面
接
の
練
習
を
重
ね
、自
信
を

持
っ
て
本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
し
て
、そ
の
努
力
が
実
り
、十
月
後

半
に
品
川
区
か
ら
内
定
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

今
後
の
抱
負
と
し
て
は
、夏
に
勉
強
し

た
専
門
科
目
を
続
け
て
勉
強
し
て
い
き
、

保
育
士
に
な
っ
た
と
き
に
存
分
に
い
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

頑
張
っ
て
掴
ん
だ
自
分
の
夢
を
、一
生
懸

命
、悔
い
な
く
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

公
立
保
育
士
を
目
指
す
み
な
さ
ん
へ

ア
ド
バ
イ
ス
を

公
立
を
目
指
す
人
数
は
年
々
多
く
な
る

と
思
い
ま
す
し
、そ
の
分
倍
率
も
上
が
り

ま
す
。

自
分
が
ど
れ
だ
け
頑
張
る
か
が
決
め
手

だ
と
思
い
ま
す
が
、友
人
と
切
磋
琢
磨
し

あ
い
な
が
ら
就
職
活
動
を
乗
り
越
え
る
こ

と
は
、と
て
も
力
に
な
り
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。私
も
勉
強
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
り
、自
信
が
な
く
な
っ
た
と
き

に
、支
え
て
く
れ
た
り
自
信
を
く
れ
た
の

は
、共
に
頑
張
っ
た
仲
間
で
し
た
。み
な
さ

ん
が
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
応

援
し
て
い
ま
す
。

平成 21年度就職内定先（一部）

〔人文学部〕SMC ㈱／㈱銀座ルノアール／パール

金属㈱／東光電気工事㈱／近畿日本ツーリスト㈱

／（福）双樹会／（福）九十九会／合八千代教育福祉

事業団／㈶横浜 YMCA ／柏市消防局／千葉県警察

本部／東京成徳短期大学付属幼稚園 等

〔子ども学部〕城北信用金庫／㈱鹿島建設／㈱石川

玩具／㈱栄光／㈱フィブフォックス／あかつき幼

稚園／風の谷幼稚園／北区（保育士）／練馬区（保育

士）／品川区（保育士）／川口市（保育士）／千葉市

（保育士） 等

(
)

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス 

学
生
支
援
課

十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

学
生
生
活
課
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大学院

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
臨
床
心
理
学
研
究
会

大
学
院
で
は
、教
育
活
動
、心
理
教
育

相
談
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
心
理
臨

床
活
動
の
ほ
か
に
、様
々
な
研
究
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

教
員
や
大
学
院
生
が
主
催
し
、修
了
生
や

学
外
の
研
究
者
や
臨
床
家
を
交
え
た
い

く
つ
も
の
研
究
会
が
あ
り
ま
す
。今
回

は
、こ
う
し
た
研
究
会
の
中
か
ら「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
臨
床
心
理
学
研
究
会
」を
紹
介
し

ま
す
。

大
学
院
心
理
学
研
究
科
　
助
教

石
村
　
郁
夫

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
こ
こ
ろ
の
病

を
治
し
、自
ら
の
短
所
や
悩
み
を
解
消
す

る
従
来
の
心
理
学
の
発
想
と
は
異
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
生
れ
な
が
ら
に
し
て
備

わ
っ
て
い
る
自
分
ら
し
さ
や
強
み
を
さ

ら
に
伸
ば
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
学

門
領
域
で
す
。近
年
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理

学
を
応
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
従
来
の

心
理
療
法
と
比
べ
て
、う
つ
病
に
対
し
て

高
い
治
療
効
果
と
再
発
予
防
力
が
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
、そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
世
界
各
国
の
人
が
注
目
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、米
国
で
は
、世
界

の
最
高
学
府
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
最
も
人
気
の
あ
る
授
業
は
タ
ル
ベ
ン
・

シ
ャ
ッ
ハ
ー
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
で

あ
り
、受
講
生
が
い
ま
や
千
人
を
超
え
て

い
る
状
況
で
す
。さ
ら
に
、応
用
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
心
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（M

aster 
of A

pplied P
ositive P

rogram
; 

M
A
P
P

）へ
入
学
を
希
望
す
る
受
験
生
が

急
増
し
て
い
る
状
況
で
、米
国
の
大
学
院

で
は
こ
の
修
士
課
程
を
新
た
に
開
設
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
背
景
の
も
と
、市
村
操
一
研
究
科

長
、海
保
博
之
応
用
心
理
学
部
長
、羽
鳥

健
司
助
教
、そ
し
て
私
石
村
の
四
名
で

「
東
京
成
徳
大
学
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
臨
床
心
理

学
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。本
研

究
会
は
、大
学
院
で
三
ヶ
月
ご
と
に
実
施

し
て
お
り
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
臨
床

的
応
用
に
関
す
る
最
新
の
論
文
を
取
り

上
げ
て
、こ
こ
ろ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面

を
ど
の
よ
う
に
し
て
伸
ば
す
か
を
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。将
来
的
に

は
、ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
て
も
圧
倒
的
な

後
れ
を
取
っ
て
い
る
日
本
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
心
理
学
が
東
京
成
徳
大
学
大
学
院
を

中
心
と
し
て
盛
り
上
が
る
こ
と
を
夢
見

て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
臨
床
心
理
学
研
究
会
の

他
に
も
、大
学
院
で
は
い
く
つ
も
の
研
究

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

・「
見
立
て
」
研
究
会

・
王
子
精
神
分
析
勉
強
会

大
学
院

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

・
メ
ラ
ニ
ー
ク
ラ
イ
ン
勉
強
会

・“
遊
ぶ
”
を
語
る
会

・
王
子
催
眠
研
究
会

・
子
育
て
・
母
親
支
援
研
究
会

な
ど

な
お
、研
究
会
は
参
加
に
条
件
が
あ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。参
加
を
ご
希
望
の
方

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

臨
床
心
理
士
資
格
試
験
結
果
（
速
報
）

日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
に

よ
る
、臨
床
心
理
士
資
格
試
験（
一
次
試

験
）が
実
施
さ
れ
、本
学
の
平
成
二
十
年

度
修
了
生
は
、二
四
名
が
受
験
し
十
九
名

が
合
格
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
二
次
試
験

に
十
六
名
が
合
格
し
、臨
床
心
理
士
と
し

て
活
躍
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
学
院
説
明
・
相
談
会
の
開
催

今
年
度
か
ら
、大
学
院
を
よ
り
深
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、本
学
大
学
院

に
進
学
を
希
望
す
る
方
向
け
に
、大
学
院

説
明
会
と
受
験
相
談
会
を
月
に
一
回
程

度
開
催
し
て
い
ま
す
。毎
回
、大
学
院
の

特
色
や
、大
学
院
生
活
に
つ
い
て
の
説

明
、受
験
勉
強
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

教
員
、職
員
の
ほ
か
、大
学
院
生
や
修

了
生
も
相
談
に
協
力
し
て
下
さ
り
、大
学

院
生
活
の
生
の
情
報
や
、具
体
的
な
受
験

勉
強
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
七
回
開
催
し
ま
し
た
が
、

毎
回
十
〜
二
五
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、受

験
を
希
望
す
る
方
々
の
熱
意
が
感
じ
ら

れ
る
、有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
説
明
会
は
、
十
二
月
で
終

了
し
ま
し
た
が
、
来
年
度
も
引
き
続
き

開
催
す
る
予
定
で
す
。



— 15 —

大学　八千代キャンパス

— 15 —

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、平
成
二
一

年
も
イ
ベ
ン
ト
や
話
題
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
し
た
。観
光
文
化
学
科
の
設
置
が
認

可
／
有
料
公
開
講
座
を
初
め
て
開
講（
計

五
講
座
）／
留
学
生
ビ
ン
・
マ
ユ
リ
ー
さ

ん
が
千
葉
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の『
国
際
親

善
賞 

優
秀
賞
』を
受
賞
／
第
一
回「
応
用

心
理
学
部
綱
引
き
大
会
」開
催
・・・・
な
ど

な
ど
で
す
。

昨
年
の
特
徴
と
し
て
は
、本
学
の
教

育
・
研
究
活
動
の
内
容
や
実
際
の
様
子

を
、広
く
地
域
や
社
会
の
皆
様
に
も
知
っ

て
頂
こ
う
と
い
う
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
が

多
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、今
回
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、こ

れ
ら
の
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

「
特
別
講
演
会
」
の
開
催

第
一
回　

鎌
田
明
彦
氏
「
現
代
の
名

工
が
語
る『
洋
菓
子
一
筋
50
年
』」

（
九
月
二
四
日
）

第
二
回　

長
田
正
友
氏「
心
に
響
く
こ

と
ば
の
力
」（
十
月
九
日
）

第
三
回　

秋
山
秀
一
氏「
旅
に
出
よ
う

よ
〜
旅
番
組
が
出
来
る
ま
で
〜
」

（
十
一
月
十
三
日
）

第
四
回　

水
谷　

修
氏（
夜
回
り
先

生
）「
今
、子
ど
も
た
ち
は —

 

い
じ
め
、不

登
校
、リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、自
殺
、非
行
、そ

の
背
景
と
対
策 —

」（
十
二
月
十
七
日
）

人
文
学
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
動
画
」
配
信
❶

国
際
言
語
文
化
学
科
の
イ
・
ユ
ニ
教
授

が「
イ
・
ユ
ニ
の
ハ
ン
グ
ル
部
屋
」と
題
す

る
ハ
ン
グ
ル
講
座
の
動
画
を
作
成
・
配
信

し
ま
し
た
。
イ
先
生
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ハ
ン
グ
ル
講
座
の
講
師

と
し
て
お
な
じ
み
で
す
。ハ
ン
グ
ル
語
初

心
者
に
も
お
も
し
ろ
い
動
画
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

「
勝
田
台
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

で
イ
ベ
ン
ト
開
催

①
写
真
展

京
成
線
勝

田
台
駅
構
内

に
あ
る「
勝

田
台
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
に

て
、
旅
行
写

真
家
で
も
あ

り
、
観
光
文

化
学
科
長
就

任
予
定
で
も
あ
る
秋
山
秀
一
教
授
の
写

真
展「
世
界
の
街
角
か
ら
」（
平
成
二
一
年

一
月
）を
開
催
し
ま
し
た
。

国
際
言
語
文
化
学
科
で
も
、学
生
た
ち

が
留
学
や
異
文
化
体
験
ツ
ア
ー
で
訪
れ

た
多
く
の
国
や
地
域
の
写
真
を
国
別
・
地

域
別
に
整
理
し
て「
異
文
化
体
験
ツ

八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス　

人
文
学
部
／
応
用
心
理
学
部

ア
ー
・
留
学
・
研
修
写
真
展
」（
平
成
二
一

年
八
月
）を
開
催
し
、多
く
の
お
客
さ
ん

を
迎
え
大
成
功
で
し
た
。

②
「
伝
統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
四
月
二
二
日
〜
二
七
日
）
開
催

日
本
伝
統
文
化
学
科
の
青
栁
隆
志
教

授
と
学
生
た
ち
に
よ
る
、十
二
単
や
韓
国

王
朝
の
装
束
を
実
際
に
試
着
体
験
で
き

る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。試
着
し
た

方
々
は
、大
変
満
足
そ
う
な
表
情
を
し
て

い
ま
し
た
。

応
用
心
理
学
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
動
画
」
配
信
❷

副
学
長
の
國
分
康
孝
教
授
が
、「
國
分

康
孝
の
談
話
室
」（
連
続
二
十
四
回
）と
題

し
て
、動
画
を
作
成
・
配
信
し
ま
し
た
。

こ
の
動
画
で
國
分
教
授
は
、人
は「
悩

み
」と
向
き
合
い
な
が
ら
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
に

つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
な
が
ら
明
快
に
語
っ
て
い
ま
す
。さ
し

ず
め
、「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
心
理
学
者
が

語
る『
癒
し
の
人
生
論
』」と
い
っ
た
内
容

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、こ
の
動
画
を
若
者
向
け
の
内
容

に
ア
レ
ン
ジ
し
て
本
に
し
ま
し
た
。題
し

て『
18
歳
か
ら
の
人
生
デ
ザ
イ
ン
』（
図
書

文
化
社
）。若
者
た
ち
に
と
っ
て
は「
進
路

は
迷
路｣

で
す
。迷
え
る
青
春
に「
迷
路

の
上
手
な
歩
き
方
」を
示
し
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
動
画
」
配
信
❸

応
用
心
理
学
部
長
で
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

心
理
学
科
長
の
海
保
博
之
教
授
が
、「
心

を
元
気
に
す
る
習
慣
づ
く
り —

ポ
ジ

テ
ィ
ブ
心
理
学
へ
の
招
待—

」（
連
続

十
一
回
）と
題
す
る
動
画
を
作
成
・
配
信

中
で
す
。

「
今
、全
世
界
的
に
、大
不
況
の
嵐
が
吹

き
荒
れ
て
い
ま
す
。社
会
全
体
に
元
気
が

あ
り
ま
せ
ん
。せ
め
て
、心
だ
け
で
も
元

気
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」と
の
願
い
か
ら
、

こ
の
動
画
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
、心
理
学
の
中

で
も
今
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
最

先
端
の
分
野
で
す
。そ
の
内
容
を
、初
心

者
に
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
と

も
に
、実
際
に「
心
の
元
気
」を
つ
く
る
上

で
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
習
慣
づ
く
り
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。ス
ト
レ
ス
フ
ル
な

時
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
は
、ま
さ
に
必

見
の
動
画
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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十
条
台
キ
ャ
ン
パ
ス　

子
ど
も
学
部
／
経
営
学
部

子
ど
も
学
部

「
子
ど
も
学
」
と
は
（
リ
レ
ー
連
載
❼
）

「
保
育
者
養
成
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
　
　
大
学 
子
ど
も
学
部准

教
授
　
塩
谷
　
香

平
成
二
十

年
三
月「
保

育
所
保
育
指

針
」が
改
定
、

告
示
化
さ
れ

ま
し
た
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン

か
ら
最
低
基

準
の
性
格
を

持
つ
も
の
へ

の
転
換
と
し

て
、
改
定
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。ま
た
保
育

所
の
役
割
と
社
会
的
責
任
を
は
っ
き
り

と
位
置
づ
け
、養
護
と
の
一
体
化
と
い
う

特
性
を
持
ち
な
が
ら
も「
教
育
の
場
」で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、昨
今
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
保

育
者
の
専
門
性
に
つ
い
て
で
す
。保
育
者

は
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
守
る
た
め

の
知
識
と
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
知
識
・
技
術

は
紛
れ
も
な
く
子
ど
も
学
が
根
底
に
あ

る
と
考
え
ま
す
。保
育
者
は
、教
育
学
、心

理
学
、社
会
学
そ
の
他
様
々
な
分
野
を
総

合
的
に
学
び
、「
子
ど
も
」と
い
う
存
在
を

理
解
し
、そ
の
健
や
か
な
心
身
の
成
長
発

達
を
促
進
さ
せ
る
専
門
家
な
の
で
す
。実

践
し
、省
察
し
な
が
ら
実
践
知
を
積
み
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
専
門
家
を
目
指
す

こ
と
が
保
育
者
養
成
の
核
心
と
も
言
え

る
で
し
ょ
う
。

保
育
職
へ
の
就
職
指
導
に
お
い
て
は
、

保
育
者
を
目
指
す
と
い
う
意
識
を
高
め

て
行
く
こ
と
で
、今
ま
で
学
ん
だ
知
識
や

技
術
を
自
分
の
中
で
統
合
し
、「
保
育
者

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」と
呼
べ
る
よ
う
な

も
の
が
少
し
で
も
生
ま
れ
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
世
相
を

反
映
し
て
公
務
員
へ
の
希
望
者
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、論
文
作
成
や
面
接
練

習
を
繰
り
返
す
中
で
、基
本
的
に
は「
保

育
者
と
し
て
の
自
分
」を
表
現
す
る
こ
と

に
重
点
を
置
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。保

育
技
術
は
も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と
で
す

が
、そ
れ
以
上
に
保
育
者
と
し
て
の
基
本

的
な
姿
勢
や
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

文
科
省
よ
り
提
示
さ
れ
た「
教
職
実
践

演
習
」も
、学
び
を
概
観
し
、保
育
者
と
し

て
の
自
分
像
を
描
く
こ
と
に
目
的
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。保
育
者
を
養
成

す
る
根
底
に「
子
ど
も
学
」を
し
っ
か
り

と
据
え
て
、学
生
一
人
一
人
が
自
分
自
身

の
保
育
者
像
を
確
立
で
き
る
よ
う
に
支

え
て
行
く
こ
と
が
、私
の
使
命
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

経
営
学
部

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
・

　
　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

経
営
学
部
は「
社
会
に
真
に
役
立
つ
人

物
の
養
成
」を
標
榜
し
、ビ
ジ
ネ
ス
社
会

に
お
け
る
諸
問
題
を
発
見
・
解
決
で
き
る

能
力
の
育
成
を
目
指
す「
実
学
教
育
」を

実
践
し
て
い
ま
す
。こ
の
経
営
学
部
の
現

実
を
直
視
し
た
具
体
的
・
実
証
的
な
作
業

を
通
じ
て
、学
問
に
現
実
の
息
吹
を
与
え

る
と
い
う
理
念
を
活
か
す
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
全
学
生
が
参
加
す
る「
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
・
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
目
的
は
、学
生
が

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
た

り
、新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し

て
い
く「
企
画
力
」、そ
れ
を
人
に
的
確
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」を
培
い
、自
分
で
考
え
て

判
断
し
、自
分
で
決
断
し
て
行
動
し
て
い

け
る
よ
う
な
人
材
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
新
し
く
、面
白
い
こ
と
を

発
見
し
、ま
と
め
る
企
画
力
、そ
し
て
そ

れ
を
伝
え
る
表
現
力
は
、こ
れ
か
ら
の
人

生
に
は
必
須
の
能
力
で
あ
り
、将
来
的
な

就
職
活
動
だ
け
で
な
く
、社
会
生
活
全
般

に
お
い
て
役
に
立
つ
能
力
で
あ
り
ま
す
。

自
分
で
考
え
た
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を

公
式
の
場
で
発
表
し
評
価
を
受
け
た
り

す
る
こ
と
に
よ
り
、学
生
の
間
で
起
業
や

ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
・
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

○
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
・
コ
ン
テ
ス
ト

（
経
営
学
部
一
年
全
員
参
加
）

○�

応
募
ア
イ
デ
ア
の
対
象
：
わ
れ
わ
れ

の
生
活
に
関
連
す
る
新
し
い
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア

○�

審
査
基
準
：
①
ア
イ
デ
ア
の
新
規
性
・

独
創
性
・
市
場
性
・
成
長
性
、②
企
画
書

作
成
能
力（
一
、論
理
性　

二
、表
現

力
）、③
総
合
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力

○�

審
査
方
法
：
学
長
、学
部
長
、基
礎
演

習
担
当
教
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
審
査

委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
ま
す
。

○�

表
彰
：
一
等（
学
長
賞
）一
グ
ル
ー
ブ

十
万
円（
賞
金
も
し
く
は
相
当
の
賞

品
）、二
等
三
グ
ル
ー
プ
三
万
円（
賞
金

も
し
く
は
相
当
の
賞
品
）、三
等
一
〜

二
グ
ル
ー
プ
一
万
円（
賞
金
も
し
く
は

相
当
の
賞
品
）、そ
の
他
、全
員
に
参
加

賞
あ
り

○�

応
募
方
法
：
三
人
以
内
の
チ
ー
ム（
一

人
も
し
く
は
二
人
で
も
可
）で
応
募

○�

締
め
切
り
：
平
成
二
一
年
十
二
月

十
六
日（
水
）

○�

表
彰
式
：
平
成
二
二
年
一
月
二
十
日

（
水
）目
黒
雅
叙
園
に
て
プ
レ
ゼ
ン
大

会
、表
彰
、懇
親
会
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言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
、

今
年
は
四
名
が
合
格
！

九
月
十
三
日
に
実
施
さ
れ
た
、今
年
度

の「
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
」試
験

の
結
果
が
発
表
に
な
り
、言
語
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
か
ら
四
名
の
合

格
者
が
出
ま
し
た
。二
年
生
の
松
本 

あ

ず
さ
さ
ん
、五
木
田 

遼
さ
ん
、一
年
生
の

日
高 

彩
さ
ん
、逆
井 

野
那
さ
ん
で
す
。

次
回
受
験
時
に
科
目
免
除
が
あ
る
、科
目

合
格
者
も
一
名
出
て
い
ま
す
。今
年
は

一
八
六
九
三
人
が
受
験
し
、
ト
ー
タ
ル

の
合
格
率
は
四
十
・
一
％
。知
識
や
経
験

の
蓄
積
量
が
モ
ノ
を
言
う
試
験
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、十
九
歳
以
下
の
合
格
者
の

占
め
る
割
合
は
全
体
の
二
十
・
三
％
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、短
大
の
学
生
に

と
っ
て
は
、か
な
り
の
難
関
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
六
回
読
売
書
法
展

今
年
も
入
選
！

金
澤
く
る
み
さ
ん（
一
年
生
）が
初
出

品
、初
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。八
月
後

半
、六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
に
陳
列
さ

れ
ま
し
た
。中
国
清
時
代
の
詩
人
、朱
彜

尊（
シ
ュ
・
イ
ソ
ン
）の
五
言
絶
句（
村
夜

な
ど
）を
三
首
記
し
た
作
品
で
す
。二
尺

×
八
尺（
六
〇
セ
ン
チ
×
二
四
〇
セ
ン

チ
）の
大
作
で
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
過
去
最
高
ス
コ
ア
八
三
五
点
！

平
均
点
も
百
三
十
点
ア
ッ
プ
（
現
二
年
生
）

七
月
二
五
日
に
本
年
度
前
期
の
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
学
内
団
体
受
験
を
行
い
ま
し
た
。

二
年
生
は
入
学
か
ら
三
回
目
の
受
験
と

な
り
ま
し
た
。

注
目
し
て
頂
き
た
い
の
が
二
つ
あ
り

ま
す
。

◇
そ
の
一

平
均
点
が
、着
実
に
伸
び
て
い
る
点
で

す
。一
年
前
期
末
か
ら
後
期
末
は
五
十
点

の
伸
び
で
し
た
が
、二
年
前
期
末
ま
で
の

半
期
で
八
十
点
以
上
、一
年
前
期
か
ら
だ

と
百
三
十
点
以
上
の
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
を

し
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
二

最
高
点
八
三
五
点
と
い
う
数
字
は
、言

語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
の
現

役
の
ス
コ
ア
と
し
て
は
最

高
点
で
、こ
れ
自
体
と
て

も
素
晴
ら
し
い
ス
コ
ア
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。た
だ
、

そ
れ
以
上
に
注
目
し
て
頂

き
た
い
の
は
、最
高
点
の

推
移
で
す
。現
時
点
で
既

に
二
百
点
の
ア
ッ
プ
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

短
期
大
学　

言
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
／
幼
児
教
育
科

幼
児
教
育
科

第
二
三
回
東
京
成
徳
短
期
大
学
保
育
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

十
一
月
十
五
日
、東
京
成
徳
短
期
大
学

幼
児
教
育
科
が
主
催
す
る
保
育
研
修
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
『
新
保
育
指
針
と
新
教
育
要

領
の
改
訂
と
そ
の
具
体
化
』と
い
う
テ
ー

マ
で
、二
百
十
名
の
方
が
参
加
さ
れ
る
盛

大
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、本
学
の
木
内
秀
俊
学
長

と
幼
児
教
育
科
の
中
田
カ
ヨ
子
科
長
に

よ
る
開
会
の
挨
拶（
写
真
）に
続
き
、本
学

非
常
勤
講
師
の
二
名（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・

土
屋
朱
帆
先
生
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
岡
田
雅

子
先
生
）に
よ
る
童
謡
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、た
い
へ
ん
好
評

で
し
た
。

引
き
続
き
、今
回
の
保
育
所
保
育
指
針

改
定
に
関
す
る
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
を

務
め
た
本
学
の
寺
田
清
美
教
授
が
、同
検

討
会
の
座
長
を
務
め
ら
れ
た
大
場
幸
夫

先
生（
大
妻
女
子
大
学
学
長
）を
ご
紹
介

し
、大
場
先
生
よ
り
、改
定
の
ね
ら
い
や

願
い
と
、「
生
涯
発
達
」と
い
う
視
点
を
軸

に
し
た
保
育
理
解
に
関
す
る
、意
義
深
い

ご
講
演
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。午
後
か
ら

は
三
分
科
会
に
分
か
れ
、「
指
導
計
画
・
保

育
所
児
童
保
育
要
録
の
書
き
方
に
つ
い

て
」「
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
に
つ

い
て
」「
幼
保
小
連
携 —

ど
う
実
践
す
る

か
、先
進
事
例
に
学
ぶ—

」の
テ
ー
マ
で
、

活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１年前期末 １年後期末 ２年前期末

平　 均 301.9 351.9 435.5

最高点 635 760 835
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「
大
学
へ
行
こ
う
！
」

　
　
　

中
学
三
年
生
校
外
学
習

今
回
の
校
外
学
習
は
、中
学
生
に「
大

学
と
は
ど
の
よ
う
な
場
な
の
か
を
見
学

さ
せ
、将
来
、進
学
先
を
決
め
る
と
き
の

一
助
と
す
る
」と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。訪
問
先
は
、東
京
成
徳
大
学
、東

京
大
学
、筑
波
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
、早

稲
田
大
学
、明
治
大
学
、青
山
学
院
大
学

の
七
大
学
。生
徒
た
ち
は
こ
の
校
外
学
習

を
通
し
、将
来
の
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
の
一
つ
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。次
に
生

徒
た
ち
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
成
徳
大
学

東
京
成
徳

大
学
八
千
代

キ
ャ
ン
パ
ス

は
思
っ
た
よ

り
広
か
っ
た
。

大
学
に
つ
い

て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見

な
が
ら
先
生

の
お
話
を
聞
い
た
。い
ろ
い
ろ
な
学
科
が

あ
り
そ
の
中
か
ら
自
分
で
選
べ
る
の
が

い
い
と
思
っ
た
。次
に
日
本
伝
統
文
化
学

科
の
青
栁
教
授
の
授
業
を
見
学
し
た
。実

際
の
授
業
を
見
学
す
る
こ
と
で
大
学
の

授
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
。東

京
成
徳
大
学
は
自
然
に
囲
ま
れ
、と
て
も

過
ご
し
や
す
そ
う
な
環
境
だ
と
思
っ
た
。

東
京
大
学

最
初
に
出

た
言
葉
は「
す

ご
い
！
」
だ
。

と
に
か
く
構

内
が
広
か
っ

た
。入
口
の
赤

門
を
入
っ
た

と
き
か
ら
、地

図
が
な
い
と

迷
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。次
に
驚
い
た
の
は

食
堂
だ
。と
て
も
大
き
く
て
い
く
つ
も
あ

り
、安
く
て
お
い
し
い
の
だ
。何
よ
り
学

生
の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
。東
大
生
な
の

だ
か
ら
常
に
カ
リ
カ
リ
勉
強
し
て
い
る

と
思
っ
た
が
そ
う
で
も
な
く
、一
生
懸
命

部
活
を
や
っ
た
り
、友
達
同
士
で
話
を
し

た
り
と
、と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。自

分
も
こ
ん
な
大
学
に
行
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
た
。

筑
波
大
学

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
乗
っ
て

五
十
分
、筑
波
大
学
は
と
に
か
く
と
て
も

広
か
っ
た
。キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
自
転
車
で

移
動
す
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
。図

書
館
は
全
部
で
五
つ
あ
り
、二
五
〇
万
冊

位
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。勉
強
す
る
に
は

と
て
も
良
い
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。図
書

中
高
一
貫
部

館
で
勉
強
し

て
い
る
人
は

と
て
も
難
し

そ
う
な
勉
強

を
し
て
い
て
、

頭
が
よ
さ
そ

う
な
人
ば
か

り
だ
っ
た
。敷

地
が
広
い
の
が
良
い
点
で
あ
る
と
同
時

に
移
動
が
大
変
そ
う
だ
と
思
っ
た
。

慶
應
義
塾
大
学

旧
図
書
館

の
デ
ザ
イ
ン

が
か
っ
こ
よ

か
っ
た
。時
計

の
文
字
盤
は

数
字
で
は
な

く
ラ
テ
ン
語

が
書
い
て

あ
っ
て
、日
本

語
で
は「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」と
い
う
意

味
だ
そ
う
だ
。校
舎
の
中
に
は
自
由
に
入

れ
ず
授
業
の
様
子
な
ど
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
の
が
残
念
だ
。歩
い
て
い
る
大
学

生
は
静
か
な
印
象
を
受
け
、大
人
っ
ぽ
い

な
と
思
っ
た
。三
年
後
自
分
も
あ
あ
い
う

風
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う

と「
遠
い
な
ぁ
」と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

た
。

早
稲
田
大
学

予
想
以
上
に
大
き
く
広
か
っ
た
。大
学

の
授
業
は
す
ご
く
集
中
し
て
い
る
人
も

い
れ
ば
、居
眠
り
し
て
い
る
人
も
い
た
。

授
業
を
受
け
て
い
る
人
は
み
な
見
た
目

か
ら
し
て
頭
が
よ
さ
そ
う
に
見
え
た
。昼

休
み
に
な
る
と
、学
内
の
中
央
で
早
稲
田

祭
の
ビ
ラ
を
配
っ
た
り
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
し
て
宣
伝
し
て
い
た
。大
学
に
行
っ

て
も
楽
し
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

明
治
大
学

自
分
の
将
来
に
つ
い
て
少
し
考
え
た
。

専
門
学
校
に
行
き
た
い
と
何
と
な
く
考

え
て
い
た
。し
か
し
、た
く
さ
ん
大
学
生

が
校
舎
に
入
っ
て
い
く
の
を
見
て
い
る

と
き
に
少
し
考
え
が
変
わ
っ
た
。大
学
生

が
楽
し
そ
う
な
顔
つ
き
だ
っ
た
か
ら
。専

門
学
校
へ
行
っ
て
も
楽
し
い
と
思
う
が
、

設
備
と
か
も
考
え
て「
大
学
は
い
い

な
ー
」な
ん
て
思
っ
た
り
し
た
。思
っ
た

よ
り
も
大
学
は
楽
し
そ
う
な
と
こ
ろ

だ
！
と
思
っ
た
。

青
山
学
院
大
学

青
山
学
院
は
少
し
名
前
を
聞
い
て
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、全
く
行
く
ま
で
イ

メ
ー
ジ
が
わ
か
な
か
っ
た
。一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、購
買
部
で
、学
校
で

使
う
物
が
、何
で
も
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で

驚
い
た
。ま
る
で
大
き
な
デ
パ
ー
ト
の
文

具
売
り
場
の
よ
う
だ
っ
た
。大
学
に
は
三

時
間
し
か
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、い
ろ
い

ろ
な
学
部
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。
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自
主
制
作
映
画
「
ノ
ー
バ
デ
ィ 

ノ
ウ
ズ
」

日
常
の
勉
強
を
通
し
て
「
競
争
と
友
情
」

を
問
う

文
化
祭

は
、
例
年
以

上
に
自
主
制

作
映
画
の
催

し
が
多
く
み

ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中

で
も
、
２
年

Ｉ
組
の
制
作

映
画
は
完
成

度
が
高
く
、

「
最
優
秀
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。今
回

は
、原
作
、脚
本
担
当
の
松
井
智
恵
さ
ん
、

監
督
兼
主
役
の
櫻
井
真
帆
さ
ん
、同
じ
く

主
役
の
北
原
遼
太
さ
ん
に
映
画
作
り
の

き
っ
か
け
、「
テ
ー
マ
」へ
の
想
い
、制
作

過
程
の
苦
労
話
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

映
画
を
自
分
た
ち
で
作
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
？

松
井　

昨
年
の
文
化
祭
で
も
映
画
を

作
っ
た
の
で
す
が
、と
て
も
楽
し
く
、今
年

も
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。昨
年
、

映
画
作
り
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
人
た

ち
も
是
非
作
り
た
い
と
い
っ
て
い
た
し
、

担
任
の
関
先
生
か
ら
も
、お
化
け
屋
敷
や

迷
路
な
ん
か
よ
り「
意
味
」が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
？
と
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
き
、映

画
作
り
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
、あ
ら
す
じ
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
で
す
か
？

松
井　

あ
る
ク
ラ
ス
の
男
子
と
女
子
が
、

些
細
な
こ
と
で
い
が
み
合
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
決
着
を
テ
ス
ト
の
成
績「
生
物

の
Ｂ
１
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」（
生
物
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
テ
ス
ト
）で
決
め
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
！
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。男

子
の
リ
ー
ダ
ー
格
、北
原
と
、女
子
の

リ
ー
ダ
ー
格
、櫻
井
の
一
騎
打
ち
、と
い

う
図
式
に
な
り
ま
し
た
。女
子
が
櫻
井
を

中
心
に
勉
強
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
く

の
と
は
逆
に
、男
子
は
う
ま
く
ま
と
ま
り

ま
せ
ん
。特
に
リ
ー
ダ
ー
格
の
北
原
は
、

本
来
は
成
績
抜
群
な
の
で
す
が
、男
子
の

勉
強
に
向
う
姿
勢
が
気
に
入
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
ど
ん
北
原
は
男
子
集
団
か
ら
孤
立

し
て
い
き
ま
す
。テ
ス
ト
の
結
果
、櫻
井

が
勝
利
し
て
、北
原
は
意
気
消
沈
、学
校

を
辞
め
て
し
ま
お
う
と
決
意
し
ま
す
。そ

こ
に
櫻
井
が
現
れ
ま
す
。「
あ
な
た
が
ラ

イ
バ
ル
と
し
て
い
て
く
れ
た
か
ら
、私
は

頑
張
れ
た
。あ
り
が
と
う
」そ
の
言
葉
に

北
原
は
救
わ
れ
ま
す
。そ
の
後
二
人
は
互

い
に
努
力
し
て
東
大
に
入
る
の
で
す
が
、

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
流
れ
を
演
出
し
、常

に
密
か
に
手
助
け
を
し
て
く
れ
る「
謎
の

二
人
の
人
物
」が
い
ま
す
。こ
の
人
物
を

誰
も
知
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、確
か
に
い

る
の
で
す
。こ
の「
謎
の
二
人
」が
競
争
の

高
等
部

中
で
も
友
情
を
崩
さ
ず
に
勉
強
に
向
う

こ
と
を
可
能
に
し
た
、と
い
う
内
容
で

す
。

な
か
な
か
深
い
内
容
で
す
ね
。制
作
は
楽

し
め
ま
し
た
か
？

櫻
井　

と
て
も
大
変
で
し
た
け
ど
、文
化

祭
当
日
の
上
映
よ
り
も
、準
備
に
費
や
し

た
日
々
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。あ

あ
だ
、こ
う
だ
と
皆
で
意
見
を
出
し
合
っ

て
、完
成
し
た
と
き
は
感
無
量
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
友
達
や
先
生
方
に
褒
め
て

い
た
だ
い
た
と
き
は
、本
当
に
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

演
技
で
苦
労
し
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と

で
し
た
か
？

北
原　

僕
は
初
め
て
映
画
作
り
に
参
加

し
た
の
に
、い
き
な
り
主
役
で
面
食
ら
い

ま
し
た
。昨
年
の
ク
ラ
ス
の
自
主
制
作
映

画
を
何
度
も
見
て
、演
技
の
研
究
を
し
ま

し
た
。長
い
台
詞
よ
り
も
、む
し
ろ
短
い

台
詞
の
ほ
う
が
感
情
を
表
現
し
に
く
く
、

苦
労
し
ま
し
た
。

櫻
井　

私
は
登
場
人
物
の
心
理
を
ど
う

理
解
し
、ど
う
表
現
す
る
か
が
難
し
く
苦

労
し
ま
し
た
。で
も
監
督
も
任
さ
れ
て
い

た
の
で
、弱
音
を
吐
く
の
は
絶
対
に
出
来

な
い
し
、皆
を
ま
と
め
て
引
っ
張
っ
て
い

く
こ
と
に
も
精
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、勉
強
と
競
争
、更
に
友

情
と
い
う
テ
ー
マ
は
難
し
か
っ
た
よ
う

に
も
思
い
ま
す
が
、ど
う
で
す
か
？

松
井　

私
た
ち
の
学
校
生
活
で
、勉
強
の

意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、他
者
と
競
い
合

う
こ
と
は
有
効
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。で

も
、度
が
過
ぎ
る
と
互
い
の
友
情
さ
え
も

傷
つ
け
て
し
ま
う
危
険
性
は
や
は
り
つ

き
ま
と
い
ま
す
。そ
の
矛
盾
を
ど
う
解
決

す
る
か
が
こ
の
作
品
の
テ
ー
マ
で
し
た
。

二
人
の
謎
の
人
物
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、

普
段「
忘
れ
が
ち
」な
他
者
の
存
在
の
重

要
性
に
気
づ
か
せ
る
役
割
を
担
っ
て
も

ら
う
た
め
で
す
。「
あ
な
た
が
い
た
か
ら
、

あ
な
た
と
競
い
合
え
た
か
ら
頑
張
れ
た
」

と
い
う
当
た
り
前
の
事
実
を
前
に
し
て
、

素
直
に
心
を
開
か
れ
る
と
こ
ろ
に
、最
大

の
見
せ
場
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
ひ
と
り

じ
ゃ
頑
張
り
に
も
限
界
が
あ
る
」「
み
ん

な
が
い
る
か
ら
頑
張
れ
る
」こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、観
客
に
伝
え
た
い
、と
い
う

想
い
が
あ
り
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
で
す
ね
え
。こ
の
２
人
の
友

情
以
外
に
、「
恋
」を
盛
り
込
ん
だ
ら
ど
う

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

櫻
井
・
北
原　

そ
れ
で
は
テ
ー
マ
か
ら

外
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。皆
で
話
し

合
っ
て
そ
れ
は
な
し
に
し
よ
う
、っ
て
こ

と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

大
変
失
礼
し
ま
し
た
。今
後
も
素
晴
ら
し

い
作
品
を
創
り
あ
げ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
御
協
力

い
た
だ
き
ま
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

学
校
生
活
の
中
で
、問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、前
向
き
の
姿
勢
で
明
る
く
生
活
し
、

学
ん
で
い
る
生
徒
の
姿
が
見
え
る
映
画

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。頑
張
れ
生
徒
諸
君
！

左から北原さん 松井さん 櫻井さん
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深谷高校

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ
ゲ
ー
ム
ズ

陸
上
競
技　

高
桑
早
生
さ
ん
大
活
躍

　

東
京
２
０
０
９
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ

ゲ
ー
ム
ズ
が
昨
年
九
月
十
一
日
か
ら

十
三
日
に
か
け
東
京
の
国
立
競
技
場
で

開
催
さ
れ
、
三
十
ヵ
国
か
ら
障
害
の
あ

る
十
四
歳
か
ら
十
九
歳
の
選
手
四
八
〇

人
が
六
種
目
の
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

陸
上
競
技
の
一
〇
〇
ｍ
走
と
走
り
幅
跳

び
に
出
場
し
た
本
校
二
年
の
高
桑
早さ

き生

さ
ん
は
両
種
目
共
自
己
新
記
録
を
出
し

て
一
位
、
見
事
北
京
パ
ラ
Ｂ
標
準
を
突

破
す
る
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

高
桑
さ
ん
は
中
学
一
年
の
時
骨
肉
種

で
医
師
か
ら
は
が
ん
細
胞
を
少
し
ず
つ

除
去
し
て
い
く
治
療
法
も
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
運
動
は
難
し
く
な
る
と

告
げ
ら
れ
た
の
で
「
義
足
で
も
ス
ポ
ー

ツ
が
し
た
い
。
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
運

動
が
で
き
な
く
な
る
の
は
嫌
だ
っ
た
。」

と
自
ら
の
意
志
で
左
足
を
切
断
し
ま
し

た
。
抗
が
ん
剤
治
療
の
後
遺
症
で
苦
し

み
な
が
ら
も
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部
活
を

続
け
て
公
式
戦
に
も
出
場
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
一
冊
の
本
が
高
桑
さ
ん
を

陸
上
競
技
に
導
き
ま
し
た
。
同
じ
病
気

で
義
足
に
な
っ
た
が
陸
上
競
技
走
り
幅

跳
び
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
、
見

事
ア
テ
ネ
で
九
位
と
な
っ
た
佐
藤
真
海

選
手
の
自
叙
伝
に
感
動
、
佐
藤
選
手
の

笑
顔
と
前
向
き
な
姿
勢
に

惹
か
れ
て
、
本
校
に
入
学

す
る
と
陸
上
部
に
入
部
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
共
に
週
五
回
の
苦
し
い

練
習
に
耐
え
一
昨
年
は
大

分
国
体
に
出
場
、
こ
の
国

際
大
会
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

　
「
障
害
に
負
け
な
い
女

子
高
校
生
の
活
躍
が
注
目

を
集
め
て
い
る
」
と
読
売

新
聞
は
大
会
前
に
高
桑
さ

ん
を
取
材
し
社
会
面
四
段

の
記
事
で
紹
介
し
ま
し
た

が
、
見
事
そ
の
期
待
に
応

深
谷
高
校

え
た
活
躍
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

も
っ
た
方
々
に
大
き
な
励
ま
し
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

高
桑
さ
ん
は
十
月
に
新
潟
で
行
わ
れ

た
第
九
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
ト
キ
め
き
新
潟
大
会
」
に
も
出
場
、
さ

ら
に
自
己
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。「
こ

れ
か
ら
に
向
け
て
の
自
信
に
な
り
ま
し

た
。
記
録
は
ま
だ
ま
だ
伸
ば
せ
る
と
自

分
で
も
強
く
感
じ
た
し
、
私
は
や
っ
と

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
先
に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩

と
な
る
本
当
に
良
い
経
験
が
で
き
ま
し

た
。
幼
稚
園
の
頃
、
五
輪
選
手
に
な
り

た
か
っ
た
。
形
は
違
う
け
れ
ど
、
今
は

そ
れ
に
近
づ
け
る
人
生
を
歩
め
て
い
ま

す
。」と
力
強
く
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
す
。

文
化
祭

　

ハ
ワ
イ
へ
の
願
い
込
め
、巨
大
な
は
り
絵

　

毎
年
九
月
に
行
わ
れ
る
文
化
祭
で

の
名
物
企
画
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る

巨
大
な
は
り
絵
に
昨
年
は
「
ハ
ワ
イ

の
風
景
」
が
掲
示
さ
れ
話
題
を
呼
び
ま

し
た
。
四
十
五
回
目
の
節
目
の
文
化
祭

は
一
般
公
開
日
の
来
校
者
が
二
千
三
百

人
を
超
す
と
い
う
大
盛
況
、
み
な
さ
ん

こ
の
巨
大
な
は
り
絵
に
び
っ
く
り
、
感

嘆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
年
生
の
修
学

旅
行
で
ハ
ワ
イ
旅
行
が
企
画
さ
れ
た
の

で
す
が
、
世
界
各
地
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
者
が
拡
大
し
、
実
施
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
。「
中
止
に
な
っ
た
ら
大

変
」
と
二
年
生
全
員
が
夏
休
み
期
間

中
各
人
が
割
り
当
て
の
パ
ー
ツ
を
自

宅
で
作
り
「
一
セ
ン
チ
四
方
の
色
紙

二
百
十
二
万
六
千
二
百
五
十
枚
、
実
施

の
願
い
を
込
め
て
横
十
六
ｍ
、
縦
十
四

ｍ
と
い
う
大
作
を
完
成
し
ま
し
た
。
大

谷
校
長
は
「
こ
の
気
持
ち
を
か
な
え
た

い
」
と
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
伺
い
、

実
施
に
踏
み
切
り
無
事
ハ
ワ
イ
旅
行
を

成
功
さ
せ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ
ゲ
ー
ム
ズ

二
〇
〇
三
年
香
港
大
会
に
続
く
二
度
目

の
開
催
。今
回
初
め
て
知
的
障
害（
Ｉ
Ｄ
）

の
選
手
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
、陸
上
と

水
泳
が
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
公
認
競
技
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

2009 年（平成 21 年）9 月 8 日（火曜日）
読売新聞（埼玉版）29 面より
読売新聞許諾済
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ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

幼
稚
園
で
は
母
親
支
援
の
一
環
と
し
て
、

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
保
護
者
向
け
に
無
料

で
年
二
回
程
度
の
企
画
を
し
て
い
ま
す
。そ

の
一
つ
と
し
て
、毎
年
、十
一
月
に
中
高
一
貫

部
ヴ
ェ
リ
タ
ス
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、保
護
者

向
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
今
年
で
四
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

母
親
コ
ー
ラ
ス
の
ご
指
導
も
し
て
く
だ

さ
っ
て
い

る
、
声
楽

家
の
榎
本

太
麻
子
先

生
の
素
晴

ら
し
い
声

量
の
本
格

的
オ
ペ
ラ

や
親
し
み

の
あ
る

歌
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
の

鈴
木
ゆ
み

先
生
と
ミ
ニ
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、繊
細
な
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
う
っ
と
り
し

た
り
、二
部
で
は
母
の
会
会
長
の
豊
川
佐
千

子
さ
ん
と
大
武
教
頭
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
、そ

し
て
結
成
三
周
年
の
母
親
コ
ー
ラ
ス
の
皆
様

の
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聞
き
入
り
満
席
の

会
場
は
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

熱
気
に
包
ま
れ
拍
手
喝
采
と
な
り
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

園
児
作
品
展

今
年
も
十
一
月
十
四
日
、十
五
日
の
二
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。年
少
組
は「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
」・
年
中
組「
ヘ
ン
デ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」・
年

長
組
は「
ぼ
く
の
ま
ち　

わ
た
し
の
ま
ち
」と

学
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
を
持
ち
、皆
で
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
楽
し

さ
や
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。絵
画
は
個
人

の
作
品
を
季
節
ご
と
の
成
長
を
感
じ
て
い
た

だ
く
為
に
四
月
か
ら
の
作
品
を
数
点
展
示
し

ま
し
た
。特
に
年
少
で
は
入
園
し
て
初
め
て
描

い
た
線
や
点
描
き
だ
っ
た
絵
が
経
験
し
て
い

く
毎
に
著
し
い
変
化
を
実
感
し
、そ
の
子
ど
も

た
ち
の
成
長
に
驚
き
、保
護
者
の
方
々
は
大
変

感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

又
同
時
開
催
さ
れ
た
母
の
会
主
催
の
ゲ
ー

ム
や
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
も
大
盛
況
で
終
了
し

ま
し
た
。

ま
な
び
ピ
ア
埼
玉
２
０
０
９

親
子
で「
ヨ
イ
シ
ョ
ー
」相
撲
健
康
体
操

披
露昨

年
十
一
月
、「
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル『
ま
な
び
ピ
ア
埼
玉

２
０
０
９
』」
が
埼
玉
県
内
各
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
総
合
閉
会
式
が
、

十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
本
園

年
長
組
の
親
子
総
勢
九
十
人
が
相
撲
健

康
体
操
を
披
露
し
ま
し
た
。

一
八
〇
〇
人
を
超
え
る
観
客
が
注
目

す
る
中
、
力
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
イ
チ
ッ　

ニ
ィ
ー　

ヨ
ィ
シ
ョ
ー
」

「
イ
チ
ッ　

ニ
ィ
ッ
ー　

ヤ
ア
ー
」

舞
台
上
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び

た
子
ど
も
た
ち
が
、
力
強
く
四し

こ股
を
踏

み
ま
す
。
腕
を
伸
ば
し
な
が
ら
の
勢
い

の
あ
る
動
作
で
攻
め
の
型か

た

を
つ
く
り
ま

す
。
そ
れ
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
会
場
の
隅
々
ま
で
響
き
渡
り

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
方
、
お
母
さ
ん
方

は
少
し
は
に
か
み
な
が
ら
、
し
か
し
子

ど
も
た
ち
に
負
け
ま
い
と
、
し
っ
か
り

か
け
声
を
発
し
ま
し
た
。
こ
の
熱
演
に

会
場
か
ら
は
万
雷
の
拍
手
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
二
回
に
わ
た
る
リ

ハ
ー
サ
ル
や
控
室
で
の
待
機
も
含
め
朝

八
時
か
ら
夕
方
四
時
ま
で
の
長
時
間
に

わ
た
る
拘
束
で
し
た
。
し
か
し
保
護
者

の
方
々
の
全
面
的
な
協
力
も
あ
り
、
心

配
さ
れ
た
事
故
も
な
く
、
親
子
と
も
ど

も
有
意
義
で
貴
重
な
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

幼
稚
園

第
二
幼
稚
園

幼稚園・第二幼稚園

＊�本園で行なわれた予行練習の様子です。日本相撲協会
の大山親方と二人の力士が来園し、丁寧に指導してく
ださいました。子どもたちの力強い掛け声が聞こえて
きそうです。

年長組「ぼくのまち　わたしのまち」
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クラブ活動

クラブ活動
大学
男子バスケットボール部「SEAHAWKS」
第 85回関東バスケットボールリーグ　3部Bリーグ優勝…………… 13勝 1敗

短期大学
バレーボール部（女子）
第 50回東京都私立短期大学体育大会…………………………………… 3位

高校
女子バスケット部
第 40回全国高等学校バスケットボール選抜優勝大会…………………準優勝
バトン部
第 44回マーチングバンド・バトントワーリング関東大会

バトントワーリング部門　高等学校の部……………金賞
第 37回マーチングバンド・バトントワーリング全国大会

バトントワーリング部門　高等学校の部……………銀賞
ラクロス部
第 7回中高生女子ラクロス関東秋季大会… ……………………………優勝

弓道部
東京都新人大会　高校女子…………………………………………………団体３位

深谷高校
バトン部
第 44回マーチングバンド・バトントワーリング関東大会

バトントワーリング部門　高等学校の部……………金賞
第 37回マーチングバンド・バトントワーリング全国大会

バトントワーリング部門　高等学校の部……………銀賞
ダンス部
全国高等学校ダンスドリル選手権大会　リリカル部門…………………第 1位
バレーボール部
埼玉県私立バレーボール大会………………………………………………Aリーグ　3位
北部支部バレーボール秋季大会……………………………………………優勝
野球部
秋季県北新人大会……………………………………………………………優勝

パワーリフティング部
第 58回埼玉県パワーリフティング選手権大会…………………………総合団体戦　4位
新聞部
第 54回埼玉県学校新聞コンクール………………………………………優良賞　企画賞

中学校
吹奏楽部
東京都吹奏楽コンクール……………………………………………………中学校の部　Ａ組銀賞

東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校
・
高
等
部

放
送
委
員
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

　
全
国
の
高
等
学
校
に
お
け
る
放

送
活
動
は
あ
ま
り
活
発
で
は
な
く
、

年
々
衰
退
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
本
校
高
等
部
の
放
送
委
員
会
も

し
ば
ら
く
こ
の
流
れ
に
逆
ら
え
ず
、

衰
退
す
る
流
れ
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
精
一
杯
の
状
態
で
し
た
。

　
し
か
し
、
数
年
前
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
を
経
験
し
て
い
た
生
徒

が
本
校
に
入
学
し
、
本
格
的
な
活
動

を
希
望
し
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
積
極
的
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
希
望

す
る
者
が
集
ま
り
だ
し
、
年
二
回
行

わ
れ
る
高
等
学
校
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン

テ
ス
ト
に
も
定
期
的
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
前
に
は
特

進
コ
ー
ス
中
島
さ
ん
が
予
選
を
突

破
、
選
抜
コ
ー
ス
小
久
保
く
ん
が
都

大
会
三
年
の
部
第
三
位
を
獲
得
。
今

年
度
は
、
選
抜
コ
ー
ス
守
屋
さ
ん
が

高
校
生
声
優
朗
読
コ
ン
ク
ー
ル
で
予

選
突
破
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
イ
ン
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
十
六
人
が
中
心
と
な
り

昼
放
送
や
イ
ベ
ン
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

校
内
放
送
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
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講座予定
東京成徳大学子ども学部
6 大学連携　教育支援人材育成事業（文部科学省平成21年度

「戦略的大学連携支援事業」選定取組）
利府町　子どもの「遊び」と「学び」サポーター養成講座
開 催：�平成21年12月7、14、26日、平成22年1月18、

25日、2月8日　全6回
場 所：�宮城県利府町教育委員会生涯学習センター
共 催：�宮城県利府町教育委員会

KITAKU 特別支援教育講座
開 催：�平成21年12月12、19、26日、平成22年1月9、

16、23日　全6回
場 所：�東京成徳大学　十条台キャンパス
共 催：�東京都北区教育委員会

第 20 回幼児体育指導員養成講習会（初級、中級）（日本幼児
体育学会認定）
講 師：�宮下恭子（短期大学　幼児教育科）

場 所：�本学
実 施 日：�1 月 10-11 日 

江東区教育委員会研究協力園・協力校　研究発表会
互恵性のある幼小連携、その考え方と進め方
講 演 者：�和田信行（短期大学　幼児教育科）

実 施 日：�1 月 22 日

㈳全埼玉県私立幼稚園連合会
指導助言 ( 主題未定 )
講 演 者：�安見克夫（短期大学　幼児教育科）

実 施 日：�1 月 30 日

研究発表予定
富山尚子（大学　子ども学部）

乳児の泣きの理解と母親の不安
学 会：日本発達心理学会第 21 回大会

3 月 26-28 日　神戸国際会議場

渡辺千仭（大学　経営学部）

Co-evolut ionary Domest icat ion of  Supra-
Functionality beyond Economic Value
学 会：�IAMOT 2010（国際MOT学会2010年年次総会）

3 月 8-11 日　カイロ ( エジプト ) 

New Management Initiative Domesticating Supra-
Functionality into Consumers: Fusing Hybrid 
Management and Welfare Psychology
学 会：�IIASA Workshop on New Driving Force 

for Growth（国際応用システム分析研究所ワークショップ）
5 月 2-3 日　ウィーン ( オーストリア )

ハイブリッド技術経営 - IT の自己増殖機能の内生化と製
造技術との共進
学 会：�研究・技術計画学会　国際問題分科会

6 月 10 日　東京

石川正敏（大学　経営学部）

The "Hows" and "Whats" of Ubiquitous Vocabulary 
Learning
学 会：�The  2010  In te rna t iona l  Con fe rence  on 

e-Commerce,e-Administrat ion, e-Society, 
e-Education, and e-Technology (e-CASE & e-Tech2010)

名前（所属）：�Haruko Miyakoda（Tsuda College),Kei-ichi Kaneko(Tokyo 

University of Agriculture and Technology) ,Masatoshi Ishikawa
1 月 25-27 日　マカオ ( 中国 )

授業改善のための教員相互参観システムの運用
学 会：第 16 回大学教育研究フォーラム
名前（所属）：�加藤由香里（東京農工大）、石川正敏

3 月 18-19 日　京都大学吉田キャンパス 

中田カヨ子・安見克夫・松本純子・寺田清美・和田信行（短期大学　幼児教育科）

幼保小連携の意識と実態に関する研究
学 会：�日本保育学会

5 月 22-23 日　松山東雲大学

安見克夫（短期大学　幼児教育科）

自己点検評価のシステムと課題
学 会：�日本保育学会
名前（所属）：��安見克夫・鍋島 恵美（京都教育大附属幼）・増田時枝（聖

心保育専門学校）　

5 月 22-23 日　松山東雲大学

金城悟・安見克夫（短期大学　幼児教育科）

保育者のワークライフ・バランスに関する研究
学 会：日本保育学会
名前（所属）：�金城悟・安見克夫・中田英雄（筑波大）　　

5 月 22-23 日　松山東雲大学

宮下恭子・金城悟・武石仁美・杉本亜鈴（短期大学　幼児教育科）

子どもの感性を育む表現教育プログラム開発に関する研究（３）
学 会：�日本保育学会

5 月 22-23 日　松山東雲大学

堀内秀雄（短期大学　幼児教育科）

第 86 回白日展
3 月 17 日 -29 日　国立新美術館　

第 40 回日本彫刻会展
6 月 23 日 -7 月 5 日　国立新美術館

杉本亜鈴（短期大学　幼児教育科）

杉本亜鈴個展
6 月 14-19 日　銀座・櫟画廊

講座・研究発表予定
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学校法人東京成徳学園　http://www.tokyoseitoku.ac.jp
東京成徳大学大学院	 http://www.tsu.ac.jp/gra	 電話 03−3927−4116

東京成徳大学	 	 http://www.tsu.ac.jp PC
		  http://www.tsu-mobile.com 携帯
　人文学部　応用心理学部	 八千代キャンパス入試・広報センター	 電話 047−488−1000（直通）
　子ども学部　経営学部	 十条台キャンパス入学課	 電話 03−3908−4566（直通）

東京成徳短期大学		  http://www.tsc.ac.jp PC
		  http://www.tsc-mobile.com 携帯
		  十条台キャンパス入学課	 電話 03−3908−4566（直通）

東京成徳大学中学・高等学校	
　中高一貫部	 		  http://www.tokyoseitoku.jp/js	 電話 03−3911−2786
　高等部		  	 http://www.tokyoseitoku.jp/hs	 電話 03−3911−5196

東京成徳大学深谷高等学校	 http://www.tsfh.jp	 電話 048−571−1303

東京成徳短期大学附属幼稚園	 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/t-kind	 電話 03−3911−6337

東京成徳短期大学附属第二幼稚園	 http://www.tokyoseitoku.ac.jp/y-kind	 電話 048−854−2151

東京成徳スイミングスクール		  電話 03−3914−2383

　

学校法人　東京成徳学園	 〒 114−8526  東京都北区豊島8−26−9　TEL  03−3911−2411　FAX  03−3911−6500
　●発行／法人本部企画調査室� 東京成徳広報　第27号　平成22年1月発行　

※�最新の情報については各校ホームページ等をご確認
ください。

日 月 火 水 木 金 土

1 月 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17
18 19 20 21 22

・高等部
・深谷高

23

24
・大学
・短大

25
・深谷高

26 27 28 29 30
・大学院

修士課程

31
・大学院

博士後期課程

日 月 火 水 木 金 土

2 月
1
・大学
・短大
・中学校

2
・中学校

3
・中学校

4
・中学校

5 6

7 8 9 10
・高等部

11 12
・高等部

13
・大学
・短大

14 15 16 17 18 19 20

21
28

22 23 24 25 26
・深谷高

27
・大学

日 月 火 水 木 金 土

3 月 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10
・大学
（人文、応用心
理、経営のみ）

11 12
・深谷高

13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23
・大学
（経営のみ）

24 25 26 27

28 29 30 31

・大学オープンキャンパス
　八千代キャンパス	 3/22（月）
	 5/23（日）
　	 6/15（火）千葉県民の日
	 20（日）
	 7 / 3 （土）保護者説明会
	 18（日）
　十条台キャンパス
　（大学・短期大学）	 3/22（月）
	 6/20（日）
	 7/18（日）
・中高一貫部説明会	 1 / 7 （木）、23（土）


